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今
号
に
は
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構

想
の
情
報
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す

　

市
で
は
、
看
護
師
お
よ
び
助
産
師

を
確
保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
の
養

成
施
設
に
修
学
す
る
方
で
、
卒
業
後

に
市
内
医
療
機
関
で
看
護
業
務
に
従

事
し
よ
う
と
す
る
方
に
、
４
月
か
ら

修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

〈
対
象
者
お
よ
び
条
件
〉　

次
の
①

〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。
①

看
護
師
ま
た
は
助
産
師
の
養
成
施
設

に
入
学
も
し
く
は
在
学
し
て
い
る
こ

と
、
②
本
人
が
市
内
に
居
住
も
し
く

は
在
学
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
市
内

に
居
住
し
て
い
る
連
帯
保
証
人
が
い

る
こ
と
、
③
養
成
施
設
を
卒
業
し
た

後
、
直
ち
に
市
内
医
療
機
関
に
お
い

て
看
護
業
務
に
従
事
す
る
意
思
が
あ

る
こ
と
、
④
他
の
修
学
資
金
の
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

〈
職
種
・
人
数
〉　

助
産
師
・
看
護

師
、
30
人
程
度

〈
応
募
資
格
〉　

助
産
師
ま
た
は
看

護
師
免
許
を
有
す
る
方
（
見
込
み

可
）
で
三
交
代
制
勤
務
が
可
能
な
方

〈
試
験
日
・
試
験
内
容
〉　

２
月
26

日
㈯
。
作
文
・
面
接
試
験

〈
申
込
み
〉　

募
集
要
項
を
ご
覧
の

う
え
、
２
月
16
日
㈬
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
特
定
記
録
郵
便
ま
た
は
簡
易

　

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
費

用
の
一
部
を
国
が
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
助
成

し
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
事
業
を
受

け
て
４
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無

料
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
高
校
１
年
生

年
齢
相
当
を
対
象
に
無
料
で
接
種

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
発
が
ん
性
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
）
の
感
染
を
予
防
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
の
年
齢
に
相
当
す
る
女
子
を

対
象
と
し
、
６
カ
月
の
間
に
３
回
接

種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の

高
校
１
年
生
は
４
月
に
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
が
、
本
年
３
月
中
に
初
回

接
種
を
受
け
た
場
合
、
残
る
２
回
の

接
種
も
無
料
と
な
り
ま
す
（
３
月
中

に
初
回
接
種
を
受
け
な
い
場
合
、
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で

は
、
３
月
中
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
高
校
１
年
生
の
年
齢

に
相
当
す
る
女
子
に
対
し
、
無
料
で

接
種
で
き
る
よ
う
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

接
種
当
日
に
本
市
に

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
で
、
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

＊
対
象
者
に
は
２
月
下
旬
に
個
別
通

知
と
予
診
票
、
接
種
可
能
な
医
療

機
関
一
覧
を
送
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

＊
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
無

料
化
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま

す
意
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
か
、
市
立
病

院
庶
務
課
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）
。
募
集

要
項
は
、
市
立
病
院
庶
務
課
、
市
役

所
人
事
研
修
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
立
病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
院
内
保
育
室
あ
り

＊
臨
時
職
員
（
看
護
師
）
も
募
集
中

意
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１

〈
受
付
場
所
〉　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
東
大
沢
１
の
12
の
１
）

＊
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
、
２
月
21

日
㈪
か
ら
、
市
役
所
総
合
受
付
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
セ
ン
タ

ー
、
北
部
・
南
部
出
張
所
、
福
祉

な
ん
で
も
相
談
窓
口
（
本
庁
舎
１

階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す

意
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

〈
貸
与
額
〉　

月
額
８
万
円
以
内
。

無
利
子

〈
貸
与
期
間
〉　

貸
与
の
期
間
は
貸

与
を
決
定
し
た
月
か
ら
養
成
施
設
の

正
規
の
修
学
期
間
を
修
了
す
る
月
ま

で
（
一
般
的
な
看
護
師
養
成
所
の
学

生
の
場
合
で
３
年
間
と
な
り
ま
す
）

〈
修
学
資
金
の
返
還
猶
予
・
免
除
〉

　

修
学
資
金
は
、
市
内
医
療
機
関
に

勤
務
し
て
い
る
期
間
は
返
還
を
猶
予

し
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
期
間
が
貸
与

期
間
に
相
当
す
る
期
間
に
達
し
た
と

き
は
、
返
還
を
免
除
し
ま
す

〈
申
請
受
付
期
間
〉　

２
月
28
日
㈪

〜
４
月
８
日
㈮
（
郵
送
不
可
。
土
曜

・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
、午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

看
護
師
確
保
に
向
け

看
護
学
生
等
にに

修
学
資
金
をを
貸
与

高
校
１
年
生
年
齢
相
当
を
対
象

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

無
料
で
接
種
３月中に接種を

対象者に通知

市立病院では、現在の入院患者10人に対し看護師１人の10対１の
看護体制から、７対１基準の手厚い看護体制を目指しています

　平成23年度版のごみ収集カレンダ
ーを下記の日程で各ご家庭にお届け
します。
＜配布方法＞　市の委託業者がご家
庭のポストに投かんします（店舗、
事務所などは除く）
＊ 一部地域では自治会の協力により
配布します
＜配布予定期間＞

▽１地区～５地区…２月中旬～下旬

▽６地区～10地区…３月初旬～中旬
＊ 地区の番号は22年度版カレンダー
表紙の右上に記載されています
＊ 「保存版家庭のごみの分け方・出
し方」は配布しません
依環境資源課☎９６３－９１８２

平成23年度版

をお届けします
ごみ収集カレンダー

　平成23年７月24日にアナログテレビ放送は終了
し、地上デジタル放送に移行します。地上デジタル
放送を見るための準備をお早めにお願いします。
総務省では、経済的な理由などで地上デジタル放
送が見られない世帯に対し、地デジチューナーを
無償で給付するなどの支援を、７月24日㈰まで受
け付けています。
　これまでの「ＮＨＫ受信料全額免除世帯」に加
え、市民税非課税世帯も支援の対象となりまし
た。詳しくは、下記へお問い合わせください。
〈問合せ〉
●地デジを見るための支援について
総務省地デジチューナー支援実施センター
☎０５７０－０２３７２４
＊ＮＨＫ受信料全額免除世帯への支援については
☎０５７０－０３３８４０
（いずれも受付時間は平日…午前９時～午後９
時。土曜・日曜日、祝日…午前９時～午後６時）
●地デジに関してご不明な点は
総務省埼玉県テレビ受信者支援センター（デジサ
ポ埼玉）☎０４８－６１０－８０８０（平日…午
前９時～午後９時。土曜・日曜日、祝日…午前９
時～午後６時）

地上デジタル放送を地上デジタル放送を
見るための見るための
支援を支援を
行っています行っています

アナログ放送終了まであとわずか！

７
対
１
看
護
を
目
指
し

市
立
病
院

職　
　

員

看
護
師
・
助
産
師
募
集

市
立
病
院

職　
　

員

看
護
師
・
助
産
師
募
集

２月28日
から申請
受付開始

4 か月 ら



平成23年（2011年）2月号 2

鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

市
・
県
民
税
の
申
告

市
役
所
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
４

　

市
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
の

申
告
受
付
を
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15

日
㈫
、
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
研
修

室
で
行
い
ま
す
（
土
曜
・
日
曜
日
は

閉
庁
で
す
。
出
張
受
付
は
左
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
。

　

な
お
、
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
庁
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

＊
所
得
税
の
確
定
申
告
は
越
谷
税
務

　

署
で
受
け
付
け
ま
す

市
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

◆
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
お
住
ま
い
で
、
確
定
申
告
を
さ

れ
な
い
方
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
届
い
た

　

方
②
事
業
（
農
業
、
営
業
等
）
を
営

む
方
、
不
動
産
収
入
（
地
代
・

家
賃
）
、
雑
所
得
（
公
的
年
金

等
）
、
配
当
所
得
等
が
あ
っ
た
方

③
次
の
給
与
所
得
者

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

越
谷
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
り
、
そ
の

合
計
額
が
20
万
円
以
下
の
方
（
20

万
円
を
超
え
る
方
は
所
得
税
の
確

定
申
告
が
必
要
で
す
）

◆
市
内
に
住
所
の
な
い
方
で
、
市
内

に
事
務
所
や
事
業
所
、
ま
た
は
家

屋
敷
の
あ
る
方

＊
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
は
不
要
で
す

申
告
に
必
要
な
も
の

①
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
・
公
的

年
金
等
）
ま
た
は
事
業
主
か
ら
の

支
払
証
明
書

②
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得
者
は

収
支
の
わ
か
る
帳
簿
等

③
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、

医
療
費
、
生
命
保
険
、
地
震
保
険

な
ど
の
控
除
を
受
け
る
方
は
支
払

っ
た
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等

④
印
鑑

申
告
書
に
つ
い
て

　

申
告
書
は
、
１
月
下
旬
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
に
郵
送
し
ま
し

た
。
申
告
が
必
要
と
な
る
方
で
申
告

書
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
市
民
税

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
申
告
書
と
一
緒
に
お
送

り
し
た
「
申
告
の
手
引
き
」
に
記
載

例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

欄
に
記
入
し
、
次
の
も
の
を
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⓐ
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給
与
所

得
者
は
申
告
書
と
源
泉
徴
収
票

Ⓑ
Ⓐ
以
外
の
方
は
申
告
書
と
「
申
告

に
必
要
な
も
の
」
（
前
記
の
①
〜

③
）

次
の
よ
う
な
方
は

◆
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方

　

申
告
書
裏
面
「
⑦
前
年
収
入
が
な

か
っ
た
方
」
の
記
入
欄
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
専
従
者
の
い
る
事
業
主
の
方

　

事
業
専
従
者
の
方
に
は
申
告
書
を

お
送
り
し
ま
せ
ん
。
事
業
主
の
方
は

ご
自
身
の
申
告
の
際
に
必
ず
「
事
業

専
従
者
」
の
欄
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
専
従
者
の

給
与
支
払
報
告
書
を
市
民
税
課
（
本

庁
舎
１
階
）
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）
。

申
告
を
し
な
い
と

こ
ん
な
と
き
に
困
り
ま
す

　

申
告
を
し
な
い
と
、
年
金
、
住
宅

ロ
ー
ン
、
保
育
所
入
所
や
公
営
住
宅

入
居
申
請
等
の
際
に
必
要
と
な
る
各

種
証
明
書
（
課
税
・
非
課
税
・
納
税

証
明
書
等
）
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
期
限
内
に

申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫
の

平
日
お
よ
び
２
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰

に
越
谷
税
務
署
で
相
談
と
受
付
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
は
２
月
15
日
㈬
以
前
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
告
書
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
、
郵
便

ま
た
は
信
書
便
に
よ
る
郵
送
、
税
務

署
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
か
ん
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

は
、
添
付
書
類
台
紙
に
は
っ
て
提
出

い
た
だ
く
よ
う
変
更
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
・
方
法
に
つ
い
て

▽
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方

　

４
月
22
日
㈮
（
振
替
日
）
に
指
定

の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に

納
付
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
口
座
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
新
た
に
振
替
納
税
を
ご
利
用
に
な

る
場
合
、
ま
た
は
転
居
等
に
よ
り

所
轄
の
税
務
署
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書

兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
ご
提

出
く
だ
さ
い

▽
現
金
納
付
の
方

　

３
月
15
日
㈫
（
納
期
限
）
ま
で
に

金
融
機
関
ま
た
は
所
轄
の
税
務
署
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
税
務
署
ま
た
は

所
轄
の
税
務
署
管
内
の
金
融
機
関
に

用
意
し
て
あ
る
納
付
書
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
税
額
が
30
万
円
以
下

の
場
合
に
は
、
所
轄
の
税
務
署
窓
口

で
、
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付
書
の
交

付
を
受
け
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
電
子
納
税
を
ご
利
用
の
方

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ww

w.e－
tax.nta.go.jp

）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

消
費
税
の
申
告

　

平
成
22
年
分
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
３
月

31
日
㈭
ま
で
で
す
。

贈
与
税
の
申
告

　

平
成
22
年
中
に
贈
与
を
受
け
ら
れ

た
方
の
申
告
と
納
税
は
、
２
月
１
日

㈫
〜
３
月
15
日
㈫
で
す
。

電
子
申
告（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

〈
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除
、

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略
、
③
還
付

金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
、
④
期
間
中
は
24

時
間
利
用
可
能

＊
利
用
に
は
電
子
証
明
書
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

個
人
事
業
税
は
、
事
業
を
行
う
個

人
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
所
得
金
額

を
標
準
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で

す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
か
住
民
税

の
申
告
を
す
れ
ば
、
事
業
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。

　

事
業
税
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点

は
、
県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

22
月月
1616
日
㈬
〜
３
月

日
㈬
〜
３
月
1515
日
㈫
日
㈫

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

w

さ

越
谷
税
務
署
☎
９
６
５
＝
８
１
１
１

（
３
月
15
日
㈫
ま
で
の
申
告
案
内
窓
口
）

）

（
郵
送
可
）
。

す
。

所
得
税（
国
税
）の
確
定
申
告

袷 安

①
最
高

税
額
控

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略
、
③
還
付

個
人
事
業
税（
県
税
）の
申
告

越
谷
県
税
事
務
所
☎
９
６
２
＝
２
２
９
８

〈対象〉いずれも①～③のいずれかに該当する方。
①年金を受けている方、②給与所得者で医療費控除
を受ける方、③中途退職者
●所得税還付申告相談会
〈日時〉１月31日（月）～２月３日（木）、

9：30～10：30、13：00～15：00
〈会場〉中央市民会館４階第16～18会議室
〈費用〉無料
〈申込み〉当日会場へ（入場制限あり。先着順）
＊住宅借入金特別控除の還付申告は行いません
●無料相談会
〈日時〉２月１日（火）～２月15日（火）（土曜・

日曜日、祝日を除く）、10：00～12：00、
13：00～16：00

〈会場〉最寄りの税理士事務所（２月４日㈮のみ予
約制で中央市民会館５階第４～６会議室で
も実施）

〈内容〉少額な申告相談と申告書の作成
〈費用〉無料（内容により有料）
〈申込み〉事前に電話で下記へ
＊詳しくは下記へお問い合わせください
依関東信越税理士会越谷支部☎962－6131

●市役所での受け付け
〈期間〉2月16日（水）～3月15日（火）（土曜

・日曜日を除く）、9：00～16：00
〈会場〉市役所第二庁舎5階研修室
●出張受付
〈日程・会場〉下表のとおり
〈時間〉9：30～16：00

相談会を開催します

市・県民税の申告受け付け
申
告
は
お
早
め
に

日　　程 会　　場
２／１（火）新方地区センター、北越谷地区センター
２／２（水）荻島地区センター
２／３（木）北部市民会館
２／４（金）北部市民会館
２／７（月）増林地区センター、川柳地区センター
２／８（火）蒲生地区センター
２／９（水）出羽地区センター、大相模地区センター
２／10（木）桜井地区センター
２／14（月）大沢地区センター、南越谷地区センター
依市民税課☎963－9144

＊
お
越
し
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い



平成23年（2011年）2月号3

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です 鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ

納
税
催
告
書
を

発
送
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
以
前
の
市
税
（
軽
自

動
車
税
は
22
年
度
以
前
）
を
滞
納
し

て
い
る
方
に
、
催
告
書
と
納
付
書
を

２
月
10
日
㈭
に
発
送
し
ま
す
。
指
定

納
付
期
限
の
２
月
25
日
㈮
ま
で
に
必

ず
お
納
め
く
だ
さ
い
。
何
ら
か
の
事

情
で
納
付
が
困
難
な
方
は
納
税
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

意
納
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

国
民
健
康
保
険
税
の

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
４
月
以
降
、
新
た
に
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
に
「
仮

徴
収
額
決
定
通
知
書
」
を
２
月
16
日

㈬
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
へ
変
更
さ
れ
る
方
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
現
在
、
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
て
い

る
方
も
変
更
で
き
ま
す
。

　

３
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

４
月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
、
６

月
以
降
は
口
座
振
替
で
の
納
付
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
書
で

の
納
付
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
振
替
口
座
の
通
帳
と
届
け
出
印

（
新
た
に
口
座
振
替
を
お
申
込
み

の
方
の
み
）

意
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

次
の
方
に
、
納
税
通
知
書
と
納
付

書
（
口
座
振
替
の
方
に
は
通
知
書
の

み
）
を
発
送
し
ま
す
。

▽
夷
平
成
22
年
度
分
の
市
・
県
民
税

に
つ
い
て
、
年
税
額
に
変
更
の
あ
っ

た
方
、
新
た
に
課
税
さ
れ
た
方
や
納

付
方
法
が
変
更
さ
れ
た
方
に
２
月
10

日
㈭
に
発
送
し
ま
す　

意
市
民
税
課

☎
９
６
３
＝
９
１
４
４
・
９
１
４
５

▽
夷
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

年
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
方
、
新
た

に
課
税
さ
れ
た
方
や
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
を
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ
た

方
に
２
月
16
日
㈬
に
発
送
し
ま
す

意
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

偉
２
月
６
日
㈰
・
20
日
㈰
・
３
月
６

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

囲

納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課
（
い
ず

れ
も
本
庁
舎
１
階
）　

意
納
税
課
☎

９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国
民
健
康
保

険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

市
税
の
滞
納
処
分
を

強
化
し
ま
す

　

再
三
に
わ
た
る
督
促
と
催
告
に
も

か
か
わ
ら
ず
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

税
負
担
の
公
平
・
公
正
性
を
確
保
す

る
た
め
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
財

産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

意
納
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

３
月
ま
で 

便
利
な
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
に
「
仮

額
決
定
通
知
書
」
を
２
月
16
日

意
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３

９

１
４
６

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
４
期
分
・
国
民
健
康
保
険
税
の
第
９
期
の

納
期
限
は
２
月
28
日
㈪
で
す

　1月28日、市役所議場で1月臨時会が開か
れ、市長提出議案の1議案が可決されました。
〈可決された議案〉　平成22年度越谷市一般会
計補正予算（第4号）について【子宮頸がん予
防ワクチン接種費用の助成に関する予算】

　＊詳しくは1面をご覧ください
依議案について…文書法規課☎963-9130
　議会について…議会事務局☎963-9261

　障がい者施策の総合的・計画的な推進を図るため、平成23年度を初年度とする
（仮称）越谷市障がい者計画を策定中です。この計画の素案に対するご意見を募
集します。素案の内容については、障害福祉課（第二庁舎1階）、児童福祉課（第
二庁舎2階）、各地区センター、こばと館（中央市民会館1階）、市ホームページで
ご覧になれます。
〈応募方法〉　2月10日（木）～3月11日（金）にメールや郵送等で障害福祉課へお
送りいただくか、各地区センター、こばと館の意見箱にお入れください。な
お、いただいたご意見への個別の回答はできませんが、結果はまとまりしだ
い市ホームページ等でお知らせします

依障害福祉課
　☎963-9164、飴965-3289、綾10061200@city.koshigaya.saitama.jp

臨時市議会が開かれました

（仮称）越谷市障がい者計画（素案）に対するご意見募集

　

市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
平
成
23
年

３
月
申
請
分
ま
で
無
料
（
通
常
は

５
０
０
円
）で
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
住
基
カ
ー
ド
の
主
な
活
用
法

　

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

　

利
用
で
き
ま
す

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
氏
名
が
入
っ

た
Ａ
タ
イ
プ
、
顔
写
真
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
が
入
っ

た
Ｂ
タ
イ
プ
の
２
種
類
か
ら
選
べ

ま
す
。
Ｂ
タ
イ
プ
の
住
基
カ
ー
ド

は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

　

土
曜
・
日
曜
日
で
も
自
動
交
付

　

機
で
証
明
書
が
受
け
取
れ
ま
す

　

暗
証
番
号
を
登
録
す
れ
ば
、
市

内
４
カ
所
（
市
役
所
本
庁
舎
、
桜

井
地
区
セ
ン
タ
ー
、
南
越
谷
地
区

セ
ン
タ
ー
、
消
防
本
庁
舎
）
に
設

置
し
た
自
動
交
付
機
で
、
住
民
票

　

４
月
10
日
㈰
の
県
議
会
議
員
選

挙
お
よ
び
４
月
24
日
㈰
の
市
議
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
方
は
必
ず
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

偉
３
月
９
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分

か
ら　

囲
春
日
部
市
商
工
振
興
セ

ン
タ
ー
講
堂

●
越
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

偉
２
月
19
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分

か
ら　

囲
中
央
市
民
会
館
４
階
第

13
〜
16
会
議
室

＊
市
議
選
の
説
明
会
へ
の
出
席
者

は
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き

３
人
以
内
で
す

意
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
９

６
３
＝
９
２
７
６

の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸

籍
謄
抄
本
・
課
税
（
非
課
税
）
証

明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
自
動
交
付
機
利
用
時
間
〉　

平

日
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
申
請
方
法

　

申
請
者
本
人
が
、
印
鑑
、
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
市
民

課
（
本
庁
舎
１
階
）
へ
。
北
部
・

南
部
出
張
所
で
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん

＊
申
請
で
き
る
方
は
本
人
の
み
で

す
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
等
の

顔
写
真
入
り
の
本
人
確
認
書
類

で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
に
カ
ー
ド

を
交
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

場
合
は
、
文
書
で
の
照
会
後
、

カ
ー
ド
は
後
日
交
付
し
ま
す

意
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６

選 挙 の 日 程
県議会議員選挙 市議会議員選挙

定　数 4人
東第9区（越谷市） 32人

告示日 4/1（金） 4/17（日）

投票日 4/10（日） 4/24（日）

開票日 4/10（日） 4/24（日）

　10月15日～11月15日にご意見を募集したところ、11人の方から40件のご意
見をいただきました。お寄せいただいた主なご意見および市の考え方は下表のと
おりです。詳しくは教育委員会総務課（第二庁舎４階）でご覧になれるほか、市ホ
ームページに掲載しています。
お寄せいただいたご意見 ご意見に対する市の考え方
今日の教育を取り巻く社会の
動向として、「男女共同参画社
会の進展により、母親の就業
が増加」との表現があるが、男
女共同参画社会が進展したと
はいい難い現状もあるため、
修正が必要と考えます。

この記載については、母親の就業の増加の主な要因とし
て男女共同参画社会の進展をあげたものですが、ご指摘
のような誤解を招く恐れがあることから、一部加筆し修
正します。

市内全小中学校へ専任・専門・
正規の司書を配置し、子ども
たちのために学校図書館がよ
り一層充実するようにしてく
ださい。

学校図書館については、司書教諭を中心に学校図書館運
営ボランティアの活動により運営されています。さらに、
本年度からは、市内小中学校12校に学校図書館支援員を
配置し、効果の検証を行っています。今後も市立図書館と
連携を図りながら学校図書館の活性化に取り組みます。

近年の温暖化の影響を考える
と、学校における夏の冷房対
策が必要だと思います。

冷房対策については、職員室、保健室、図書室等にクー
ラーを設置し、普通教室には扇風機を設置しています。現
時点では学校施設の耐震化に最優先で取り組み、全小中
学校の教室へのクーラー設置については多額の経費が必
要なため、今後検討していきます。

市の生涯学習推進に関するさ
まざまな取り組みを、より広
く周知する方法を検討してく
ださい。

生涯学習に関する情報誌として、生涯学習メニュー
「TRY」を広報こしがや季刊版と併せて年4回発行してい
ます。また、各事業の開催情報は、毎月発行の広報こしが
やお知らせ版に掲載しています。今後も、市民の学習活動
を促進するため情報提供に努めます。

子どもたちに対して、放課後
にスポーツや趣味の講座を充
実させるような仕組みを検討
してください。

現在、放課後等に小学校の余裕教室等を活用した子ども
の居場所づくり推進事業を実施しています。この事業で
は、地域の方々の協力を得て、子どもたちの体力向上や、
さまざまな体験活動により異年齢の子どもたちや異世代
との交流を行っています。今後も、学校・保護者・地域との
連携も図りながら、事業内容の充実に努めます。

今後も高齢化が進むため、高
齢者のスポーツ・レクリエー
ションの活動環境と機会を検
討する必要があると考えま
す。

高齢者の健康の保持・増進や生きがいづくりのため、心身
の状況に応じて誰もが参加できるスポーツ・レクリエー
ション教室や講座、運動プログラムを充実させます。さら
に、安心して利用できるよう体育施設のバリアフリー化
や健康づくり事業との連携などを推進していきます。

市民団体等との連携による教
育に関する取り組みとして、
わんぱく相撲越谷場所（越谷
青年会議所主催）についても
記載するべきだと思います。

わんぱく相撲は、相撲を通じて心身の鍛錬と体力の向上、
自立心の養成などを目的に開催されています。青少年の
健全育成の視点からも有意義な取り組みであるため、ご
指摘のとおり記載します。

長期計画であるため、実行の
タイムテーブルを作り、進行
度合いを常にチェックすべき
と考えます。

計画の進行管理については、施策ごとに分かりやすい指
標を設定し成果を検証します。また、単年度ごとに実施計
画として教育行政重点施策を策定し、これに対する点検
評価を行うことで確実に教育行政を推進していきます。

依教育委員会総務課☎963-9280

「いきいきとだれもが夢に向かって輝く越谷教育プラン～
越谷市教育振興基本計画（素案）～」へのご意見募集の結果（概要）
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□
越
谷
市
民
ま
つ
り
実
行
団
体

夷
秋
に
開
催
予
定
の
越
谷
市
民
ま
つ

り
に
参
加
を
希
望
す
る
実
行
団
体
を

募
集
し
ま
す　

委
実
行
委
員
会
会
議

に
参
加
し
、
よ
り
よ
い
事
業
を
提
案

す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

（
個
人
グ
ル
ー
プ
・
学
生
団
体
な
ど

も
可
）　

宛
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
左

記
へ　

意
越
谷
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
産
業
支
援
課
内
）
☎

９
６
７
＝
４
６
８
０

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

偉
３
月
４
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
30
分
か
ら
抽
せ
ん　

囲
市
民
球
場
会
議
室　

夷
６
月
の
日

曜
日
分
の
抽
せ
ん　

委
「
ま
ん
ま
る

よ
や
く
」
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の

チ
ー
ム　

威
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
江
戸
川
広
域
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
抽
せ
ん
日
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い　

尉
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
の
登
録
カ
ー
ド
（
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。
登
録
は
体
育
課
へ
）

＊ 

既
納
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
雨
天

等
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
使
用
料
還
付
申
請
が
必
要
で

す
。
領
収
書
・
振
込
先
口
座
番
号

（
郵
便
局
を
除
く
）
・
領
収
書
の

あ
て
名
の
方
の
認
印
を
お
持
ち
の

う
え
左
記
へ

意
体
育
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９

６
３
＝
９
２
８
４

□
自
衛
官

夷
委
①
一
般
幹
部
候
補
生
…
大
卒

（
見
込
み
可
）で
25
歳
ま
で
の
方
、
②

一
般
曹
候
補
生
…
18
歳
〜
26
歳
の

方
、
③
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
…

18
歳
〜
33
歳
の
方　

宛
①
②
は
２
月

１
日
㈫
〜
５
月
６
日
㈮
、
③
は
４
月

６
日
㈬
ま
で
に
直
接
左
記
へ　

意
自

衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
＝

４
６
６
＝
４
４
３
５

□ 
平
成
23
年
度
彩
の
国
い
き
が
い

大
学
春
日
部
学
園
学
生

▽
一
年
生
課
程
…
偉
年
30
回
金
曜
日

開
催　

囲
春
日
部
市
民
文
化
会
館　

委
１
３
０
人　

威
年
２
万
５
０
０
０

円　

▽
二
年
生
課
程
…
偉
年
42
回
火

曜
日
開
催　

囲
春
日
部
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー　

委
福
祉
・
環
境
科
、
ふ

る
さ
と
伝
承
科
各
30
人　

威
年
４
万

２
５
０
０
円　

い
ず
れ
も
夷
一
般
教

養
の
学
習
と
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
、
県

内
在
住
で
昭
和
26
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
が
対
象　

宛
３
月
３

日
㈭
ま
で
に
入
学
申
込
書
（
春
日
部

市
民
文
化
会
館
、
春
日
部
市
高
齢
介

護
課
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
）
を
郵

送
で
左
記
へ　

意
㈶
い
き
い
き
埼
玉

☎
０
４
８
＝
７
２
８
＝
２
２
９
９

（
一
年
生
課
程
）
、
☎
０
４
８
＝
７

２
８
＝
７
９
５
１
（
二
年
生
課
程
）

□
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

偉
２
月
６
日
㈰
、
午
前
11
時
〜
午
後

４
時
。
19
日
㈯
、
正
午
〜
午
後
５
時

　

囲
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
階　

夷
希

望
大
学
の
教
育
内
容
の
説
明
と
学
習

相
談　

委
一
般
お
よ
び
高
校
生　

威

無
料
。
入
退
場
自
由　

宛
当
日
会
場

へ
。
参
加
大
学
等
詳
し
く
は
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

意

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育

協
会
☎
03
＝
３
８
１
８
＝
３
８
７
０

□
勤
労
者
住
宅
資
金

夷
▽
住
宅
の
新
増
改
築
、
宅
地
･
マ

ン
シ
ョ
ン
（
中
古
可
）
購
入
…
貸
付

限
度
額
は
１
０
０
０
万
円
。
貸
付
利

率
は
変
動
金
利
２
・
１
６
５
％
、
固

定
金
利
３
年
２
・
５
９
０
％
、
５
年

２
・
９
９
０
％
（
１
月
現
在
）
。
貸

付
期
間
は
30
年
以
内
。
担
保
は
貸
付

対
象
物
件
を
一
番
抵
当
（
公
的
住
宅

融
資
を
併
用
す
る
場
合
は
後
順
位

可
）
。
な
お
固
定
金
利
に
つ
い
て
は

労
働
金
庫
と
の
取
引
状
況
に
よ
り
さ

ら
に
優
遇
さ
れ
ま
す　

▽
住
宅
の
修

繕
お
よ
び
補
修
…
貸
付
限
度
額
は
３

０
０
万
円
。
変
動
金
利
２
・
４
６
５

％
（
１
月
現
在
）
。
貸
付
期
間
は
15

年
以
内
。
無
担
保　

委
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
。
①
市
内
に
住
所
の

あ
る
勤
労
者
ま
た
は
市
内
に
居
住
し

よ
う
と
す
る
勤
労
者
、
②
同
一
事
業

４

　

市
で
は
、
自
主
財
源
を
確
保
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
公
用

車
を
広
告
媒
体
と
し
て
提
供
し
て
い

ま
す
。

〈
広
告
掲
載
車
両
〉　

ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
型
２
台
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
型
バ
ン
５

台〈
掲
載
規
格
〉　

車
両
の
両
側
部
各

１
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

〈
掲
載
期
間
〉　

掲
載
期
間
の
始
期

が
４
月
〜
10
月
は
、
年
度
内
の
６
カ

月
以
上
の
期
間
。
11
月
〜
３
月
は
、

年
度
内
の
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

〈
掲
載
料
〉　

１
カ
月
５
０
０
０
円

〈
申
込
み
〉　

２
月
１
日
㈫
か
ら
随

時
受
け
付
け
ま
す
。
広
告
掲
載
申
込

書
に
広
告
の
原
稿
と
掲
載
位
置
図
を

添
え
て
直
接
総
務
管
理
課
（
本
庁
舎

２
階
）
へ
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

意
総
務
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３

　

第
一
工
場
ご
み
焼
却
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
い
、
２
月

５
日
㈯
〜
17
日
㈭
ま
で
、
す
べ

て
の
ご
み
焼
却
炉
が
停
止
し
ま

す
。
期
間
中
も
ご
み
の
受
け
入

れ
は
行
い
ま
す
が
、
可
燃
ご
み

の
排
出
に
際
し
、
さ
ら
な
る
減

量
を
お
願
い
し
ま
す
。

意
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
☎
９
６
６
＝
０

６
３
０

５
面
に
続
く

公
用
車
へ
広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る

企
業
等
を
募
集
し
ま
す

ご
み
焼
却
炉
停
止
に
よ
る

可
燃
ご
み
減
量
の
お
願
い

●
臨
時
職
員
（
保
育
士
）

〈
雇
用
期
間
〉　

４
月
１
日
〜
平

成
24
年
３
月
31
日

〈
勤
務
時
間
〉　

月
曜
〜
金
曜

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
月
に
１
〜
２
回
程

度
、
土
曜
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
あ
り
）

〈
勤
務
内
容
・
賃
金
〉　

ク
ラ
ス

担
任
（
複
数
担
任
制
）
を
含
む
保

育
業
務
。
時
給
９
７
０
円

〈
対
象
〉　

60
歳
未
満
の
保
育
士

の
方（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

〈
申
込
み
〉　

写
真
を
は
っ
た
市

販
の
履
歴
書
（
保
育
士
証
の
写
し

を
添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

本
人
が
直
接
人
事
研
修
課
（
本
庁

舎
２
階
）
へ
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）

＊ 

随
時
受
付
。
後
日
、
面
接
に
よ

る
選
考
を
行
い
ま
す

意
人
事
研
修
課
☎
９
６
３
＝
９
１

３
２

●
越
谷
市
交
通
指
導
員

〈
内
容
〉　

①
登
校
時
の
安
全
確

保
（
午
前
７
時
30
分
前
後
の
お
お

む
ね
１
時
間
程
度
）
、
②
小
学
校

や
幼
稚
園
等
に
お
け
る
交
通
安
全

教
育
、
交
通
指
導
（
随
時
）
、
③

市
の
行
事
等
に
お
け
る
交
通
整
理

（
随
時
）
等
。
活
動
時
間
は
月
50

時
間
程
度
。
報
酬
は
月
額
６
万
１

４
０
０
円

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
で
交
通
法

令
・
問
題
に
理
解
と
関
心
が
高

く
、
健
康
で
指
導
力
が
あ
り
、
矯

正
視
力
を
含
み
両
眼
で
０
・
５
以

上
の
20
歳
〜
59
歳
（
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
）
の
方
若
干
名

〈
申
込
み
〉　

２
月
10
日
㈭
、
午
後

５
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
に
写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
直
接
左
記
へ
。
後
日
面
接
を

行
い
ま
す

意
く
ら
し
安
心
課
（
中
央
市
民
会
館

４
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
８
５

●
統
計
調
査
員

〈
内
容
〉　

市
内
の
世
帯
や
事
業
所

な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
・

記
入
依
頼
・
回
収
等
を
行
い
ま
す
。

報
酬
は
、
１
つ
の
統
計
調
査
に
つ
き

２
万
５
０
０
０
円
〜
５
万
円
程
度

〈
対
象
〉　

20
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
の
で
き

る
方
。
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
の
保

持
の
で
き
る
方
。
税
務
、
警
察
、
選

挙
の
用
務
に
直
接
関
わ
り
の
な
い
方

50
人
（
申
込
み
順
）
。
任
命
期
間
中

は
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す　

〈
申
込
み
〉　

２
月
21
日
㈪
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ
。
申
込
み
後
、
２
時

間
程
度
の
研
修
（
日
程
は
、
後
日
通

知
し
ま
す
）
が
あ
り
ま
す　

意
情
報
統
計
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２

１●
市
政
モ
ニ
タ
ー

〈
内
容
〉　

市
広
報
紙
・
広
報
番
組

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
毎
月
）、

市
政
へ
の
意
見
・
提
言（
随
時
）。謝

礼
は
、
年
間
１
万
２
０
０
０
円
。
任

期
は
、
委
嘱
の
日
〜
平
成
24
年
３
月

31
日
（
お
お
む
ね
１
年
間
）

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
の 

20
歳
以

上
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）
の

方
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
、
地

区
別
人
口
等
を
考
慮
し
選
考
し
ま

す
。
公
務
員
お
よ
び
市
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
を
除
く
）

〈
申
込
み
〉　

３
月
25
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
封
書
ま
た
は
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
・
応

募
理
由
（
70
字
程
度
）
を
記
入
し

左
記
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
。
選
考
結
果

は
、
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

意
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１

１
７

●
違
反
広
告
物
簡
易
除
却
推
進
員

〈
内
容
〉　

市
民
と
行
政
が
協
働

し
て
、
街
の
美
観
や
通
行
の
安
全

を
損
な
う
違
反
広
告
物
の
簡
易
除

却
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
対
象
〉　

市
内
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
20
歳
以
上
の
グ
ル
ー
プ

（
１
グ
ル
ー
プ
４
人
以
上
）

〈
申
込
み
〉　

２
月
28
日
㈪
ま
で

に
左
記
へ
。
後
日
開
催
の
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す

意
建
築
住
宅
課
☎
９
６
３
＝
９
２

３
５

●
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉　

書
架
整
理
、
資
料
配

架
、資
料
修
理
、予
約
本
の
収
集
。

報
酬
、
交
通
費
は
あ
り
ま
せ
ん

〈
対
象
〉　

「
図
書
館
利
用
券
」

を
お
持
ち
の
16
歳
以
上
の
方
で
、

週
１
回
（
２
時
間
程
度
）
以
上
活

動
可
能
な
方
。
左
記
の
講
座
（
①

ま
た
は
②
）
を
受
講
し
て
く
だ
さ

い　

▽
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
…
偉
①
２
月
24
日
㈭
・
３
月
10

日
㈭
、
②
２
月
26
日
㈯
・
３
月
12

日
㈯
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
30
分　

囲
市
立
図
書
館

〈
申
込
み
〉　

２
月
17
日
㈭
ま
で

に
直
接
左
記
へ

意
市
立
図
書
館
☎
９
６
５
＝
２
６

５
５

ボンネット型バン



平成23年（2011年）2月号5

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です 鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ

暗都市計画課☎963―9221暗道路街路課☎963―9202

所
に
引
き
続
き
２
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
方
、
③
現
居
住
地
の
市
（
区
）

町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
、
④

原
則
と
し
て
20
歳
〜
55
歳
の
方
、
⑤

資
金
の
返
済
能
力
が
あ
る
方
、
⑥
こ

の
資
金
に
よ
る
貸
付
を
受
け
て
い
な

い
方　

宛
２
月
14
日
㈪
〜
28
日
㈪
。

詳
し
く
は
左
記
へ　

意
建
築
住
宅
課

☎
９
６
３
＝
９
２
０
５

□ 

防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す

偉
２
月
７
日
㈪
〜
10
日
㈭
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時　

夷
放
送
内
容

は
、
「
こ
ち
ら
は
防
災
こ
し
が
や
で

す
。
た
だ
今
か
ら
試
験
放
送
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
で
試
験
放
送
を
終
わ
り

ま
す
」　

意
危
機
管
理
課
☎
９
６
３

＝
９
２
８
５

□ 

ゆ
り
の
き
荘
お
風
呂
の
利
用
休
止

お
よ
び
臨
時
休
館

▽
お
風
呂
…
偉
２
月
８
日
㈫
〜
20
日

㈰　

▽
臨
時
休
館
…
偉
２
月
13
日
㈰

　

夷
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
（
リ
ユ

ー
ス
）
の
施
設
工
事
等
で
温
水
供
給

等
が
停
止
す
る
た
め　

意
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
ゆ
り
の
き
荘
☎
９
９
２
＝

６
６
０
１

□ 

市
民
プ
ー
ル
一
部
施
設
の

利
用
休
止

▽
温
水
プ
ー
ル
…
偉
２
月
６
日
㈰
の

第
３
公
開
（
午
後
４
時
）
〜
21
日
㈪

　

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
２
月

13
日
㈰
（
た
だ
し
、
２
月
８
日
㈫
〜

21
日
㈪
は
シ
ャ
ワ
ー
室
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
）　

夷
東
埼
玉
資
源
環
境

組
合
（
リ
ユ
ー
ス
）
の
施
設
工
事
等

で
温
水
供
給
等
が
停
止
す
る
た
め　

意
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６
６
０

２□ 
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
の

利
用
休
止

偉
平
成
24
年
１
月
10
日
㈫
〜
２
月
19

日
㈰　

夷
施
設
改
修
工
事
の
た
め　

意
サ
ン
シ
テ
ィ
☎
９
８
５
＝
１
１
１

１□ 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

夷
平
成
23
年
４
月
か
ら
「
一
般
事
業

主
行
動
計
画
」
の
策
定
・
届
出
、
公

表
・
周
知
が
、
従
業
員
が
１
０
１
人

か
ら
３
０
０
人
の
事
業
主
の
方
へ
も

新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
行
動

計
画
を
策
定
し
て
、
早
め
に
埼
玉
労

働
局
雇
用
均
等
室
へ
届
け
出
ま
し
ょ

う
。
毎
週
金
曜
日
に
は
個
別
相
談
会

（
無
料
）
等
も
開
催
し
て
い
ま
す

意
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎
０
４

８
＝
６
０
０
＝
６
２
１
０

〈
内
容
〉　

「
福
祉
保
健
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
」
は
、
高
齢
者
や
児
童
、

障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
補
助
金
や
手
当
・
救

援
物
資
の
支
給
な
ど
（
医
療
行
為
は

除
く
）
に
関
す
る
苦
情
を
公
正
・
中

立
な
立
場
で
調
査
・
判
断
し
、
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」
と
は

「
権
限
を
与
え
ら
れ
た
代
理
人
」
と

い
う
意
味
で
、
現
在
、
福
祉
保
健
関

係
を
専
門
と
す
る
大
学
教
員
お
よ
び

弁
護
士
の
３
人
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す

〈
申
込
み
〉　

苦
情
の
相
談
・
申
立

て
は
、
社
会
福
祉
課
（
第
二
庁
舎
１

階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
立
て
と

な
っ
た
場
合
は
、
後
日
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
が
面
談
・
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す

意
社
会
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０

●
越
谷
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

偉
２
月
17
日
㈭
、
午
後
１
時
か
ら

囲
中
央
市
民
会
館
５
階
特
別
会
議
室

　

夷
介
護
保
険
制
度
等
に
つ
い
て　

委
20
人
（
抽
せ
ん
）　

宛
当
日
午
後

12
時
30
分
ま
で
に
会
場
へ　

意
高
齢

介
護
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
５

●
自
治
基
本
条
例
推
進
会
議

偉
２
月
19
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
か

ら　

囲
市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室　

夷
自
治
基
本
条
例
の
適
切

な
運
用
と
普
及
に
つ
い
て　

宛
当
日

会
場
へ　

意
企
画
課
☎
９
６
３
＝
９

１
１
２

■■  

傍
聴
の
ご
案
内

傍
聴
の
ご
案
内  

■■

〈
対
象
〉　

次
の
１
ま
た
は
２
の

①
〜
③
の
す
べ
て
を
実
施
す
る
、

営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的

と
し
な
い
団
体

１ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関

連
事
業

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報

提
供
お
よ
び
地
域
の
方
が
参
加
で

き
る
講
座
の
開
催
、
②
女
性
の
自
立

に
必
要
な
ス
キ
ル
向
上
に
関
す
る
講

座
の
開
催
、
③
自
立
支
援
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
の
開
催

２
相
談
関
連
事
業

①
女
性
の
自
立
支
援
に
関
す
る
相
談

の
実
施
、
②
自
立
を
求
め
る
女
性
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
、
③
自

立
支
援
に
必
要
な
制
度
利
用
の
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
付
き
添
い
や

手
続
き
の
補
助

〈
対
象
事
業
の
実
施
期
間
〉　

４

月
１
日
〜
平
成
24
年
３
年
31
日

〈
助
成
額
〉　

事
業
実
施
に
関
す

る
経
費
の
一
部
（
人
件
費
や
事
務

費
等
）
を
助
成
し
ま
す

〈
申
込
み
〉　

２
月
１
日
㈫
〜
25

日
㈮
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
に
企
画
課
（
第
二
庁
舎
３

階
）
で
応
募
用
紙
を
配
布
し
、
受

け
付
け
ま
す

意
企
画
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
３

開催日時 講　座　名 講　　師

2/27㈰
午後1時
～4時

青少年の性と人権尊
重に関するシンポジ
ウム
～大人たちよ目をそ
らさないで～パート１０
「どういうことになって
いるの！？子どもたちの
ネット世界」

基調講演「ネット被害
の現状と対策」。パネ
リストによるフリートー
クおよび質疑応答

「ネット被害の
現状と対策」

㈱ガイアックス スクー
ルガーディアン事業責
任者の蔵田三沙代さん

「ICTを導入した
教育現場から」

大袋中学校校長の大
西久雄さん

3/5㈯
午後2時
～4時

メディアリテラシー
講座
メディアとうまくつきあ
う方法
～ホントにその情報は
正しいの？

慶応大学メディア・コミ
ュニケーション研究所
元講師の渡辺真由子
さん

　大袋駅北側地下道の通行止め期間を２月28日㈪ま
でとしていましたが、事業内容の変更に伴い、６月30日
㈭まで延期となります。引き続き、南側地下道および
駅南側踏切を利用してのう回にご協力ください。

当初予定期間　２月２８日㈪まで
変更予定期間　６月３０日㈭まで

　良好で親しみが感じら
れる越谷の景観の写真を
募集したところ、41人の方
から136点のご応募をいただきました。審査の
結果、次のとおり受賞作品が決定しました。

〈受賞作品〉
最優秀賞…藤田文枝さん（下間久里）
優秀賞…平山美鈴さん（南越谷）、吉田弘さん
（宮本町）、鈴木克規さん（大里）に決定しま
した。おめでとうございます

〈作品展示〉
応募作品は、２月14日㈪～18日㈮の午後３時
まで、市役所本庁舎１階ロビーに展示します

最優秀賞「花田苑雪化粧」藤田文枝さん

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ
と
越
谷
）

ご
存
じ
で
す
か

越
谷
市
福
祉
保
健
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度

講
座
の
ご
案
内

大袋駅北側地下道大袋駅北側地下道
通行止め期間延期のお知らせ通行止め期間延期のお知らせ

越谷市景観写真コンクール
受賞作品および作品展示

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

　
　

自
立
支
援
事
業
を
助
成
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
市
と
協
働
し
て
女
性
の
自

立
支
援
を
実
施
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
費
用
は
無
料
、
定
員
は
各
70
人
、
会
場
・
申
込
み
は
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

詳
し
く
は
、
ほ
っ
と
越
谷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
パ
ネ
ル
展
と
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を
同
時
開
催
し
ま
す

案
２
月
10
日
㈭
〜
３
月
20
日
㈰

鞍
▽
パ
ネ
ル
展
…
「
青
少
年
と
人
権
（
人
権
マ
ン
ガ
パ
ネ
ル
）」

人
権
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
生
活
の
中
で
の
人
権
を
マ
ン
ガ
で
見
ま
す

▽
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
「
メ
デ
ィ
ア
を
多
面
的
に
見
る
力
を
つ
け
る
」
…

そ
の
情
報
は
信
じ
て
い
い
の
？
と
い
う
見
方
を
し
よ
う

位
直
接
会
場
へ

暗 

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〠
3
4
3
＝
0
0
2
5

大
沢
3
の
6
の
1
パ
ル
テ
き
た
こ
し
3
階
）

☎
9
7
0
＝
7
4
1
1
、
飴
9
7
0
＝
7
4
1
2

４
面
か
ら
続
き
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３
時
30
分　

囲
市
立
図
書
館　

夷
テ

ー
マ
は
「
古
事
記
物
語
（
福
永
武
彦

著
）」。
講
師
は
松
本
孝た

か
し

さ
ん　

威
無

料　

惟
当
日
会
場
へ　

意
市
立
図
書

館
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

□
春
を
待
つ
生
き
物
を
さ
が
そ
う

偉
２
月
19
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
11
時

（
小
雨
決
行
）　

囲
大
吉
調
節
池
周

辺　

夷
身
近
で
見
ら
れ
る
植
物
や
野

鳥
の
観
察　

威
無
料　

尉
双
眼
鏡
、

ル
ー
ペ
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装　

惟
事
前
に
左
記
へ　

意
環

境
保
全
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
古
着
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
作
り

偉
２
月
24
日
㈭
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

囲
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
砂

原
３
５
５
）　

委
市
内
在
住
の
18
歳

以
上
の
方
16
人　

威
無
料　

尉
不
用

に
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
等
１
〜
２
枚
、

手
縫
い
糸
、
裁
縫
道
具
、
ボ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
箱　

惟
２
月
10
日

㈭
、
午
前
９
時
か
ら
左
記
へ　

意
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝
５
３

７
１

□
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

　

絵
て
が
み
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

偉
２
月
５
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

囲
サ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル

　

夷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
景
観
に
よ
る
誇
れ
る
住
ま
い
・
ま
ち

づ
く
り
」。講
師
は
東
京
理
科
大
学
准

教
授
の
伊
藤
香
織
さ
ん
。
ま
ち
な
み

絵
て
が
み
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
作

品
展
示　

威
無
料　

惟
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
事
前
に
埼
玉
県
田
園
都
市
づ
く

り
課
へ
。
埼
玉
県
・
越
谷
市
街
づ
く

り
協
調
会
共
催
。
越
谷
市
後
援　

意

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
…
埼
玉
県

田
園
都
市
づ
く
り
課
☎
０
４
８
＝
８

３
０
＝
５
３
６
７
。
絵
て
が
み
コ
ン

ク
ー
ル
に
つ
い
て
…
街
づ
く
り
協
調

会
☎
９
６
５
＝
５
３
５
８
、
越
谷
市

都
市
計
画
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
１

□
や
さ
し
い
能
楽
講
座
〜
「
鶴
亀
」

　

の
謡
と
仕
舞
の
体
験
コ
ー
ス
〜

偉
２
月
26
日
㈯
・
３
月
５
日
㈯
・
13

日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
全
５
回
）　

囲
こ
し
が

や
能
楽
堂　

夷
能
楽
師
の
岡お

か

庭に
わ

祥ま
さ

大ひ
ろ

さ
ん
の
指
導
で
謡
と
仕
舞
を
体
験　

委
20
歳
以
上
の
方
30
人　

威
２
０
０

０
円　

尉
白
足
袋
、
扇　

惟
２
月
４

日
か
ら
左
記
へ　

意
こ
し
が
や
能
楽

堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

せ
ん
。
結
果
は
代
表
者
に
通
知
（
宿

泊
は
男
女
別
の
相
部
屋
に
な
る
場
合

あ
り
。
バ
ス
の
座
席
は
指
定
。
１
日

目
の
昼
食
は
各
自
負
担
）　

意
国
民

健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
４

□
第
11
回
ま
ち
づ
く
り

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

偉
２
月
19
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４
時

　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
事
例
発
表　

威
無
料　

意
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
事
務
局
（
地
域
活
動
推
進
課
内
）

☎
９
６
３
＝
９
１
５
３

□
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

　

「
桃
の
節
句
の
つ
ど
い
」

偉
２
月
26
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

囲
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

　

夷
①
親
子
お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り
、

②
お
茶
会　

委
①
親
子
５
組
、
②
50

人
（
い
ず
れ
も
抽
せ
ん
）　

威
無
料

　

惟
２
月
18
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習

課
へ
。
越
谷
市
教
育
委
員
会
・
越
谷

市
郷
土
研
究
会
共
催
。
越
谷
市
茶
道

協
会
協
力　

意
生
涯
学
習
課
☎
９
６

３
＝
９
３
１
５

□
市
民
読
書
会
講
演
会

偉
２
月
19
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜

社
会
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２
０

□
応
急
手
当
講
習
会

▽
普
通
救
命
Ⅰ
…
偉
２
月
23
日
㈬
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
。
▽
上

級
救
命
…
偉
２
月
25
日
㈮
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時　

い
ず
れ
も
囲
消
防

本
庁
舎　

夷
心
肺
そ
せ
い
法
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
含
む
）　

委
市
内
在
住
・
在
勤

の
中
学
生
以
上
の
方
50
人　

威
無
料

　

惟
２
月
14
日
㈪
ま
で
に
左
記
へ　

意
消
防
署
☎
９
７
４
＝
０
１
３
６

□
第
８
回
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

　

応
用
編

偉
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
１
月
28
日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
40
回
）　

囲
こ
ば
と
館
（
中
央

市
民
会
館
１
階
）　

委
市
内
在
住
・

在
勤
で
聴
覚
障
が
い
者
に
関
す
る
活

動
を
１
年
以
上
行
い
、
手
話
通
訳
者

を
目
指
す
方
で
、
手
話
通
訳
者
養
成

講
習
会
基
礎
編
受
講
生
と
同
等
程
度

の
技
術
お
よ
び
知
識
を
有
す
る
方
若

□
小
鹿
野
春
ま
つ
り

　

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

偉
４
月
15
日
㈮
〜
16
日
㈯
（
１
泊
２

日
）　

夷
小
鹿
野
春
ま
つ
り
と
神し

ん

怡い

館か
ん

見
学
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験

等
。
宿
泊
は
国
民
宿
舎
「
両り

ょ
う

神か
み

荘そ
う

」

　

委
市
内
在
住
の
方
45
人　

威
９
０

０
０
円　

惟
２
月
18
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１

枚
で
４
人
ま
で
）
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
国
民
健
康
保
険
課
へ
。

２
月
25
日
㈮
、
午
後
２
時
か
ら
市
役

所
別
館
１
階
第
１
会
議
室
で
公
開
抽

□
越
谷
市
地
域
福
祉
講
座

偉
囲
２
月
12
日
㈯
…
北
部
市
民
会

館
、
２
月
26
日
㈯
…
中
央
市
民
会

館
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４

時　

夷
地
域
福
祉
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
の
講
演
や
市
内
福
祉
関
係
団

体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
報
告
な
ど

　

委
30
人　

惟
事
前
に
下
記
へ　

意

□
市
展
（
越
谷
市
美
術
展
覧
会
）

偉
２
月
11
日
㈷
〜
17
日
㈭
、
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
17
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷
日

本
画
･
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
･
書
・

写
真
の
６
部
門
の
展
示　

威
無
料　

惟
当
日
会
場
へ　

意
越
谷
市
美
術
展

覧
会
実
行
委
員
会
（
生
涯
学
習
課

内
）
☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
こ
し
が
や
文
化
芸
術
祭

偉
夷
２
月
20
日
㈰
。
展
示
部
門
…
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
。
演
出
部
門
…

１
部
は
正
午
〜
午
後
０
時
25
分
、
２

部
は
午
後
２
時
10
分
〜
５
時
。
文
化

講
演
会
（
テ
ー
マ
は
「
日
光
街
道
を

歩
い
た
人
た
ち
」
。
講
師
は
越
谷
市

郷
土
研
究
会
会
長
の
宮
川
進
さ
ん
）

…
午
後
１
時
５
分
か
ら　

囲
サ
ン
シ

テ
ィ
小
ホ
ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル　

威

無
料
。
越
谷
市
ほ
か
後
援　

意
越
谷

市
文
化
連
盟
事
務
局
☎
９
６
６
＝
３

１
２
１
（
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

□
越
谷
市
消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

偉
２
月
27
日
㈰
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

囲
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル　

威
無
料
。
当
日
午
前
10
時
か
ら
入
場

券
を
配
布
し
ま
す
（
１
人
２
枚
ま

で
）　

意
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７

４
＝
０
１
０
３

□
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

　

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

偉
３
月
９
日
㈬
、
午
後
６
時
〜
９
時

　

囲
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

　

夷
顧
客
満
足
と
売
上
拡
大
〜
顧
客

情
報
を
生
か
し
、
売
り
上
げ
に
つ
な

げ
る
方
法　

委
経
営
者
や
経
営
幹

部
、
後
継
者
、
創
業
予
定
者
等
の
方

30
人　

威
無
料　

惟
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左

記
へ
（
電
話
可
）　

意
産
業
雇
用
支

援
セ
ン
タ
ー
二
番
館
☎
９
６
７
＝
２

４
２
４
、
飴
９
６
７
＝
２
４
２
５
、

綾n
ib

an
k

an
@

r9
.d

io
n

.n
e.jp

□
中
高
年
の
た
め
の

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

夷
偉
①
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
「
自
分

を
知
る
」
「
自
分
を
ど
の
よ
う
に
売

り
込
む
か
」
…
３
月
４
日
㈮
、
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
。
②
パ
ソ
コ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
ワ
ー
ド
基
礎
・
エ
ク

セ
ル
基
礎
」
…
３
月
７
日
㈪
・
８
日

㈫
ま
た
は
９
日
㈬
・
10
日
㈭
、
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
②
の
み
の
申
込

み
は
不
可
）　

囲
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
４
階　

委
市
内
在
住
で
就
職

活
動
中
の
45
歳
以
上
の
方
20
人　

威

無
料　

惟
２
月
９
日
㈬
か
ら
下
記
へ

　

意
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６

８
０

□
女
性
の
た
め
の

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

偉
３
月
10
日
㈭
、
午
前
９
時
〜
正
午

　

囲
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

　

夷
就
職
に
役
立
つ
方
法
等
を
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ　

委
市
内
在
住
の
就
職
を
希
望
し
て
い

る
女
性
30
人
（
３
歳
〜
就
学
前
の
お

子
さ
ん
の
保
育
あ
り
）　

威
無
料　

惟
２
月
10
日
㈭
か
ら
左
記
へ
（
保
育

希
望
者
は
３
月
４
日
㈮
ま
で
）　

意

産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
団
塊
世
代
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

「
定
年
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

　

３
日
間
コ
ー
ス

偉
２
月
26
日
㈯
・
３
月
５
日
㈯
・
12

日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
12
日
は
４
時
30
分
ま
で
）　

囲
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階　

夷
退

職
に
伴
う
手
続
き
や
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

を
学
ぶ　

委
市
内
在
住
の
45
歳
以
上

の
方
30
人　

威
無
料　

惟
２
月
７
日

㈪
か
ら
左
記
へ　

意
産
業
支
援
課
☎

９
６
７
＝
４
６
８
０

□
夜
間
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

夷
偉
ワ
ー
ド
基
礎
…
２
月
21
日
㈪
〜

24
日
㈭
、
ワ
ー
ド
応
用
…
２
月
28
日

㈪
〜
３
月
３
日
㈭
、
エ
ク
セ
ル
基
礎

…
３
月
７
日
㈪
〜
10
日
㈭
、
エ
ク
セ

ル
応
用
…
３
月
14
日
㈪
〜
17
日
㈭
。

い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜
９
時　

囲
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階　

委
い

ず
れ
も
市
内
在
住
の
求
職
者
・
勤
労

者
の
方
10
人　

威
無
料　

惟
２
月
８

日
㈫
か
ら
電
話
で
左
記
へ
（
同
じ
コ

ー
ス
の
再
受
講
は
不
可
）　

意
産
業

支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

入
会
説
明
会

偉
３
月
１
日
㈫
、
午
後
２
時
か
ら　

囲
越
ヶ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー　

委
屋
内

外
清
掃
・
軽
作
業
希
望
者
20
人　

惟

２
月
10
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
公
開
抽
せ
ん
（
２
月
16
日
㈬
、

午
前
11
時
。
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ

ー
４
階
）
参
加
希
望
の
有
無
を
、
返

信
面
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
下
記

へ
（
記
載
不
備
は
対
象
外
）　

意
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〠
343
＝
０

０
２
３
東
越
谷
１
の
５
の
６
）
☎
９

６
７
＝
４
３
１
１

□
埼
玉
県
市
町
村
職
員

　

採
用
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

偉
２
月
14
日
㈪
、
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
開
始
（
４
時
終
了
予
定
）

　

囲
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
浦
和
駅

西
口
徒
歩
７
分
）　

夷
基
調
講
演
、

市
町
村
職
員
（
事
務
系
）
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

委
１
０

０
０
人　

威
無
料　

惟
２
月
３
日
㈭

〜
９
日
㈬
に
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
人

づ
く
り
広
域
連
合
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い　

意
彩

の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
人
材
開
発

部
☎
０
４
８
＝
６
６
４
＝
６
６
８
１

干
名　

惟
２
月
28
日
㈪
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
と
こ
れ
ま
で
の
学

習
歴
を
簡
潔
に
記
入
し
左
記
へ
。
申

込
者
全
員
に
３
月
19
日
㈯
、
午
前
10

時
か
ら
受
講
審
査
（
実
技
・
面
接
）

を
行
い
ま
す　

意
こ
ば
と
館
（
〠
343

＝
０
８
１
３
越
ヶ
谷
４
の
１
の
１
）

☎
９
６
６
＝
６
６
３
３

〈日 　時〉　３月６日㈰
　12：30～17：00
〈場 　所〉　サンシティ小ホ
ール

〈内 　容〉　市内に伝わる郷
土芸能（囃子・神楽・
木遣り・太鼓等）を保存
・継承している団体によ
る実演

〈入場料〉　無料
依 越谷市郷土芸能祭実行委
員会事務局（生涯学習課
内）
　☎９６３－９３０７

〈日 　時〉　２月９日㈬～16日㈬、
９：00～16：00（16日は12：
00まで）

〈会　場〉　リサイクルプラザ
〈内 　容〉　修理再生されたタンス
・食器棚など約160点を入札販
売

〈対 　象〉　市内在住の方（法人、
古物商、未成年の方を除く）

〈申 込み〉　申込用紙に最低提供価
格以上50円単位で希望額を記
入（１人１点まで）し下記へ。
開札結果は全員に通知します

＊ 落札した品物は、２月22日㈫～
27日㈰、９：00～16：30（22日
は13：00から）に搬出してくだ
さい。配達は行いません
依 リサイクルプラザ（砂原355）
　☎９７６－５３７１

▼ 

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
助
成
事

業
乳
幼
児
期
の
食
育
講
座
…
偉
２
月

16
日
㈬
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時　

囲
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー

　

夷
子
ど
も
の
お
手
伝
い
と
好
き

嫌
い
に
つ
い
て
の
お
話
と
手
作
り

チ
ー
ズ
等
の
調
理　

委
２
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
15
組
（
抽

せ
ん
）
。
保
育
あ
り　

威
６
０
０

円　

尉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
等

　

惟
２
月
８
日
㈫
・
10
日
㈭
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
に
左
記
へ　

意
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
み
る
く
☎

０
８
０
＝
２
０
５
５
＝
２
０
９
２

こ
し
が
や
ふ
れ
あ
い
合
校
「
越
谷

い
ろ
は
か
る
た
」
で
ま
ち
め
ぐ
り

〜
ま
ち
の
歴
史
を
知
っ
て
未
来
へ

…
偉
２
月
19
日
㈯
、
午
後
１
時
〜

４
時　

囲
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー　

夷
蒲
生
の
お
話
、
大
型
紙
芝
居

「
越
谷
の
民
話
」
と
「
筝そ

う

」
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
越
谷
い
ろ
は

か
る
た
ほ
か　

惟
当
日
会
場
へ
。

蒲
生
地
区
婦
人
会
協
力　

意
こ
し

が
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
13
・
駒

﨑
☎
９
７
６
＝
０
７
３
８

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
〜
５
セ
ン
チ

先
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
…
偉
３
月
13
日

㈰
、
午
後
２
時
〜
３
時
45
分
（
１

時
45
分
受
付
）　

囲
中
央
市
民
会

館　

夷
文
教
大
学
教
育
学
部
学
生

に
よ
る
子
ど
も
理
科
教
室　

委
６

歳
〜
10
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

40
人　

威
５
０
０
円
（
教
材
費
・

保
険
代
）　

尉
筆
記
用
具　

惟
３

月
６
日
㈰
ま
で
に
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
性
別
・
お
子
さ
ん
の
年
齢

・
電
話
番
号
を
メ
ー
ル
で
左
記
へ

　

意
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
育
塾
☎
０
５

０
＝
３
７
３
６
＝
４
３
３
７
、
綾

k
y

o
u

ik
u

ju
k

u
@

g
m

ail.co
m

▼
埼
玉
県
立
大
学
公
開
講
座

①
体
験
し
よ
う
！
か
ら
だ
の
検
査

…
偉
３
月
３
日
㈭
、
午
後
２
時
〜

４
時
30
分　

夷
血
糖
値
と
健
康
に

つ
い
て
の
講
義
と
検
査
体
験
。
②

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
…
偉

３
月
17
日
㈭
、
午
後
１
時
〜
４
時

30
分　

夷
糖
尿
病
と
運
動
習
慣
に

つ
い
て
の
講
義
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

等
の
実
技　

い
ず
れ
も
威
１
０
０

０
円　

委
各
20
人
（
抽
せ
ん
）　

惟
①
は
２
月
21
日
㈪
、
②
は
３
月

７
日
㈪
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番

号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）
を
記
入
し

左
記
へ
（
フ
ァ
ク
ス
可
）　

意
埼

玉
県
立
大
学
地
域
産
学
連
携
セ
ン

タ
ー
（
〠
343
＝
８
５
４
０
三
野
宮

８
２
０
）
☎
９
７
３
＝
４
１
１

４
、
飴
９
７
３
＝
４
８
０
７

▼ 

地
域
で
つ
く
ろ
う　

安
心
を
支

え
る
「
成
年
後
見
制
度
」
講
習

会
偉
３
月
４
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正

午　

囲
埼
玉
県
立
大
学
北
棟
大
講

義
室　

夷
講
師
は
東
京
大
学
医
学

系
研
究
科
特
任
助
教
の
宮
内
康
二

さ
ん　

委
１
９
０
人　

惟
前
日
ま

で
に
左
記
へ　

意
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼

玉
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き

ネ
ッ
ト
越
谷
支
部
（
千
草
園
内
）

・
高
野
☎
・
飴
９
７
９
＝
５
６
７

７

▼
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば

肌
い
き
い
き
ひ
ろ
ば
…
偉
２
月
７

日
㈪
〜
13
日
㈰
。
古
布
の
手
仕
事

「
さ
く
ら
草
」
作
品
展
…
偉
２
月

16
日
㈬
〜
21
日
㈪
。
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
四
季
・
第
４
回
作
品
展
…
偉
２

月
24
日
㈭
〜
27
日
㈰

＊
開
催
時
間
等
詳
細
は
左
記
へ

意
大
袋
商
店
街
協
同
組
合
☎
９
７

９
＝
７
７
９
５

▼ 

こ
れ
で
明
日
か
ら
仕
事
が
変
わ

る
！
〜「
夢
／
目
標
」実
現
応
援

セ
ミ
ナ
ー
（
青
経
塾
）

偉
２
月
23
日
㈬
、
午
後
６
時
40
分

〜
９
時　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷

講
演
テ
ー
マ
は
「
〜
世
界
イ
チ　

車
を
売
る
男
の
信
念
〜
瞬
間
瞬
間

が
勝
負
！
そ
の
積
み
重
ね
が
歴
史

を
創
る
！
」
。
講
師
は
東
京
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
㈱
元
理
事
の
井
上
壮そ

う

樹じ
ゅ

さ

ん　

威
無
料　

惟
意
イ
ハ
シ
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
越
谷
青
年
会
議
所
・
井

橋
）
☎
９
８
５
＝
９
１
１
２

▼ 
越
谷
社
会
保
障
推
進
協
議
会
学

習
会
―
集
団
補
聴
設
備
「
磁
気

ル
ー
プ
？
何
の
こ
と
？
」

偉
２
月
11
日
㈷
、
午
前
10
時
〜
正

午　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷
音
声

を
磁
気
に
変
え
て
直
接
補
聴
器
に

届
け
る
「
磁
気
ル
ー
プ
」
に
つ
い

て　

威
２
０
０
円　

惟
当
日
会
場

へ　

意
伊
東
☎
０
９
０
＝
４
７
５

４
＝
４
０
６
２

▼
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

偉
２
月
27
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
正

午　

囲
大
相
模
調
節
池
。
越
谷
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
駅
改
札
口
集
合　

尉

筆
記
用
具
、
お
持
ち
の
方
は
双
眼

鏡　

威
２
０
０
円　

惟
当
日
会
場

へ　

意
越
谷
市
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
指
導
員
連
絡
協
議
会
・
三
田
寺

☎
９
７
５
＝
４
４
９
３

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です 鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

▼
親
子
で
う
た
お
う
！
体
験
会

偉
２
月
12
日
㈯
・
３
月
５
日
㈯
、

午
後
１
時
〜
２
時
（
い
ず
れ
か
１

回
）　

囲
千
間
台
記
念
会
館　

夷

手
遊
び
、
歌
遊
び
、
リ
ト
ミ
ッ

ク
、
音
当
て
ゲ
ー
ム
等　

委
４
月

に
幼
稚
園
年
少
・
年
中
に
な
る
お

子
さ
ん
と
保
護
者　

威
無
料　

尉

上
履
き　

惟
意
せ
ん
げ
ん
台
児
童

合
唱
団
・
千ち

須す

和わ

☎
９
６
３
＝
７

３
６
３

▼
第
41
回
越
谷
市
華
道
協
会
展

偉
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
、
午
前

　

い
ず
れ
も
申
込
み
に
つ
い
て
記

載
が
な
い
場
合
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販

売
中
。
◎
は
未
就
学
の
お
子
さ
ん

の
入
場
不
可
。
位
依
サ
ン
シ
テ
ィ

☎
９
８
５
＝
１
１
１
２

◎ 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
半
田
美
和
子
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ

サ
イ
タ
ル
」

偉
３
月
５
日
㈯
、
午
後
２
時
開
演

　

威
一
般
３
３
０
０
円
、
学
生
１

６
５
０
円

◎
人
形
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

・
文
楽

偉
３
月
11
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分

・
６
時
開
演　

威
各
一
般
４
０
０

０
円
、
学
生
２
０
０
０
円

● 〈
こ
ど
も
ち
ゃ
れ
ん
じ
〉
コ
ン

サ
ー
ト　

し
ま
じ
ろ
う 

み
ん

な
で
た
ん
け
ん
！ 

み
な
み
の

し
ま

偉
３
月
12
日
㈯
、
午
後
０
時
30
分

・
３
時
30
分
開
演　

威
３
歳
以
上

各
１
５
０
０
円
（
３
歳
未
満
で
も

席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
）

◎
こ
し
が
や
若
手
精
選
落
語
会

　

其
の
四

偉
３
月
16
日
㈬
、
午
後
６
時
30
分

開
演　

威
一
般
１
５
０
０
円
、
学

生
１
２
０
０
円

● 

今
井
美
樹
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

２
０
１
１

偉
４
月
28
日
㈭
、
午
後
６
時
30
分

開
演　

威
３
歳
以
上
６
８
０
０
円

　

惟
３
月
６
日
㈰
、
午
前
10
時
か

ら＊
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

◎ A
q
u
a
 T
im
e
z C
a
rp
e
 

d
ie
m
 to
u
r2
0
1
1

偉
６
月
４
日
㈯
、
午
後
６
時
開
演

　

威
５
０
０
０
円　

惟
３
月
26
日

㈯
、
午
前
10
時
か
ら

＊
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

10
時
〜
午
後
６
時　

囲
サ
ン
シ
テ

ィ
展
示
ホ
ー
ル　

威
無
料　

意
越

谷
市
華
道
協
会
・
戸
堀
☎
９
７
５

＝
１
６
１
７

▼ 

女
声
合
唱
団
「
文
教
」
第
７
回

演
奏
会

偉
２
月
27
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演

　

囲
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル　

威

５
０
０
円　

惟
当
日
会
場
へ　

意

笹
原
☎
９
６
４
＝
４
７
７
１

▼
朗
読
の
花
束
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
12
＋
32

偉
２
月
23
日
㈬
、
午
前
10
時
開
演

　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷
朗
読
会

「
濃
紺
」
「
お
龍
」
「
海
の
上
の

ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
」
、
講
師
朗
読　

威

無
料　

意
朗
読
の
会
花
束
・
小
嶋

☎
９
６
４
＝
３
１
２
９

▼
自
然
観
察
会

偉
２
月
13
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
正

午
。
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
水
辺
の

ま
ち
づ
く
り
館
駐
車
場
集
合　

囲

大
相
模
調
節
池　

夷
バ
ー
ド
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ　

威
２
０
０
円　

尉
お

持
ち
の
方
は
双
眼
鏡　

惟
当
日
会

場
へ　

意
越
谷
野
鳥
の
会
・
小
菅

☎
９
６
６
＝
４
９
０
０

▼
早
春
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

偉
２
月
13
日
㈰
、
午
後
６
時
15
分

〜
８
時
45
分　

囲
第
１
体
育
館　

威
５
０
０
円　

惟
当
日
会
場
へ　

意
川
柳
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
小
野
☎

９
７
４
＝
１
６
２
３

テーマは「オリンピックと私」
日　時　２月２０日㈰、１５：００開演
会　場　中央市民会館
　講師は、元水泳選手の
　田中雅美さん

＊ 13：00から昨年１年間
にスポーツで活躍した
優秀選手や団体を表彰
する「越谷市体育賞」
の授与式を行います

手話通訳あり

　　越谷市　　越谷市
郷土芸能祭郷土芸能祭

〈会 場〉　越谷梅林公園（大林203－１「北越
谷駅西口から元荒川沿いに徒歩約20分」）

　 【無料シャトルバス（北越谷駅西口↔梅林公
園）】９：30～15：30

〈内 容〉　茶会（野だて）、模擬店の出店など
〈費用〉　無料
主催：梅林公園梅ま
つり実行委員会（大
袋地区コミュニティ
推進協議会・越谷市
造園業協会）
＊ 駐車場（大袋東小学
校）に限りがありま
すので、車での来
場はお控えくださ
い。校庭の状態に
より使用できない
場合があります

小鹿野春まつり

サ
ン
シ
テ
ィ
の
催
し

おいでくだ
さい！ 雇

用
・
就
職
・
創
業
を

支
援
し
ま
す

　

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
催
し
案
内
を
掲
載
す
る
「
お
知

ら
せ
パ
ッ
ク
〜
こ
の
指
と
ま
れ
！
」
の
、
平
成
23
年
度
分
（
５
月
号
〜

24
年
４
月
号
）
の
団
体
登
録
・
掲
載
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

請
書
等
は
広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。
直
接
広
報
広
聴
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

暗
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

入 場無料入場無料

第27回 リユース展リユース展

スポーツ講演会

依 体育課☎９６３－９２８４
　越谷市体育協会☎９６２－１５１５

田中雅美さん

第17回 梅林公園梅まつり

依大袋地区センター（事務局）☎９７５－３９５２
　公園緑地課☎９６３－９２２５

３月５日㈯・６日㈰、
10：00～15：00



平成23年（2011年）２月号 8

鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ 粗大ごみ（1辺50㌢以上）収集は☎973-5
ご

3
み

0
ゼロ

0
ゼロ

へ

検
診
・
相
談

●
平
成
22
年
度
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方
へ
〜
有
効
期
限
は
２
月
19
日
㈯

ま
で
で
す
〜

　

子
宮
頸
が
ん
無
料
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
有
効
期
限
内
に
お
受

け
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
南
越
谷
健

身
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
検
診
を
中
止

し
て
い
ま
す
）
。
乳
が
ん
無
料
検
診

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
２
月
10
日

㈭
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、ク
ー
ポ
ン

券
が
届
く
前
に
、
市
が
実
施
す
る
乳

が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

診
し
た
方
は
、
検
診
費
用
を
助
成
し

ま
す
の
で
、
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
23
年
度
乳
が
ん
（
集
団
）
検

診
の
申
込
み
は
３
月
の
予
定
で
す

　

検
診
の
申
込
み
は
、
往
復
は
が
き

で
３
月
に
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
受
付
期
間
な
ど
詳
し
く
は
広
報

こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
３
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
現
在
は
ま
だ
申
込

み
は
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
食
生
活
相
談
（
個
別
相
談
）

囲
偉
①
保
健
セ
ン
タ
ー
…
２
月
17
日

㈭
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
。

②
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
…
２
月
25
日

㈮
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
。

③
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
…
３
月
３
日

㈭
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

委
①
６
人
、
②
③
各
３
人　

夷
栄
養

士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
等
の
個

別
相
談　

惟
２
月
７
日
㈪
か
ら

予
防
接
種

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
の
定
期
の
予
防
接
種

は
、
旧
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康
被
害

の
調
査
等
の
た
め
、
平
成
17
年
以
降

接
種
を
勧
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
現
在
は
、
新
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
が
整
っ
た
た
め
、
国
の
通
知
に
よ

り
、
第
１
期
の
標
準
的
な
接
種
年
齢

で
あ
る
３
歳
児
に
対
す
る
接
種
を
勧

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
期
（
小

学
４
年
生
以
上
13
歳
未
満
）
、
３
歳

児
以
外
の
第
１
期
（
90
カ
月
未
満
）

の
方
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
積
極
的

に
は
接
種
を
勧
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

希
望
す
る
場
合
は
実
施
医
療
機
関

（
平
成
22
年
度
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
）
で
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、

第
１
期
の
接
種
年
齢
を
超
え
た
９
歳

〜
13
歳
未
満
の
方
に
は
特
例
で
接
種

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
医
療
機
関
の
ポ
ス
タ
ー
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

委
右
表
の
と
お
り
。
２
期
〜
４
期
の

対
象
者
に
は
平
成
22
年
４
月
上
旬
に

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
未
接
種

の
方
は
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い

●
定
期
予
防
接
種
に
保
護
者
以
外
が

同
伴
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す

　

定
期
予
防
接
種
は
、
原
則
と
し
て

保
護
者
同
伴
で
す
。し
か
し
、保
護
者

が
同
伴
で
き
な
い
場
合
は
、
接
種
対

象
者
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
る
親
族

等
（
成
人
の
方
）
が
同
伴
で
き
ま

す
。
そ
の
際
は
、
保
護
者
が
接
種
に

同
意
し
て
い
る
旨
の
委
任
状
が
必
要

で
す
。
予
診
票
と
あ
わ
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

講
座
・
教
室

◎
幼
児
保
健
教
室

　

〜
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
〜

偉
２
月
21
日
㈪
・
25
日
㈮
、
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
全
２
回
）　

夷
親

子
で
遊
ぼ
う
、
食
生
活
、
歯
科
保
健

　

委
２
歳
児
と
保
護
者
25
組　

尉
25

日
は
歯
ブ
ラ
シ　

惟
２
月
７
日
㈪
か

　

対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特

に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問

合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
費
用
は

無
料
。
◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
（
電

話
可
。
申
込
み
順
）
。

ら◎
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
「
メ
タ
ボ
予
防
料
理
」

偉
２
月
15
日
㈫
、
午
前
10
時
〜
午
後

１
時　

夷
講
話
と
調
理
実
習　

委
24

人
。
男
性
・
初
心
者
歓
迎　

威
５
０

０
円　

惟
２
月
７
日
㈪
か
ら

◎
楽
し
く
作
っ
て

　

お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

▽
男
性
料
理
教
室
…
偉
２
月
18
日

㈮
、
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

夷
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進

員
）
に
よ
る
講
話
と
調
理
実
習　

委

30
人　

威
４
０
０
円　

惟
２
月
９
日

㈬
か
ら

▽
和
食
の
す
す
め
料
理
教
室
…
偉
２

月
23
日
㈬
、
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

囲
保
健
セ
ン
タ
ー
、
蒲
生
地
区
セ

ン
タ
ー
、
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
、
越

ヶ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー　

夷
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
に
よ
る
講
話
と
調
理
実
習　

委

各
会
場
20
人　

威
４
０
０
円　

惟
２

月
10
日
㈭
か
ら

◎
糖
尿
病
講
座

偉
２
月
14
日
㈪
、
午
後
２
時
〜
３
時

　

夷
糖
尿
病
を
予
防
す
る
食
生
活　

委
10
人　

惟
２
月
７
日
㈪
か
ら

◎
ひ
ざ
の
痛
み
予
防
教
室

偉
２
月
14
日
㈪
、
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

夷
理
学
療
法
士
に
よ
る
講

話
。
簡
単
に
で
き
る
体
操
や
ス
ト
レ

ッ
チ　

委
医
師
に
よ
る
運
動
制
限
の

な
い
市
内
在
住
の
方
15
人　

尉
運
動

で
き
る
服
装
、
飲
み
物　

惟
２
月
７

日
㈪
か
ら

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座

偉
３
月
９
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

囲
中
央
市
民
会
館
３
階
ホ
ー

ル　

夷
順
天
堂
越
谷
病
院
准
教
授
の

馬
場
元
さ
ん
に
よ
る
講
話
「
こ
こ
ろ

と
眠
り
に
つ
い
て
」
、
体
育
指
導
員

に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
体
操　

委
市
内
在
住
の
方
40
人　

尉
筆
記
用

具
、
運
動
で
き
る
服
装
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

●
み
ん
な
で
覚
え
よ
う
！

　

ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
体
操
公
開
練
習

偉
囲
①
２
月
8
日
㈫
…
荻
島
地
区
セ

ン
タ
ー
、
②
18
日
㈮
…
千
間
台
記
念

会
館
、
③
28
日
㈪
…
大
沢
地
区
セ
ン

タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

尉
飲
み
物
、
②
③
は
室
内
用

の
運
動
靴　

惟
当
日
会
場
へ

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
で
は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま

す
。
全
血
は
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
、
午
後
２
時
〜
５
時
30
分
。
成
分

献
血
は
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
、
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
で
す
。

２月11日
▶栗山眼科医院　☎974－7114
　千間台西2－4－12／眼
▶関医院　☎975－2707
　弥十郎95／内・皮
▷ハスミ歯科クリニック
　☎963－6482
　越ヶ谷1－9－22／歯･小歯
＊ 埼玉県救急医療情報センター（☎
048－824－4199）では、医療機関
（歯科・精神科を除く）を24時間ご案
内しています

事前に各医療機関に電話連絡
のうえ、受診してください

1期（１歳児） ２歳の誕生日の
前々日まで

2期（年長児） 平成16年4月2日～
平成17年4月1日生まれ

3期（中学1年生
相当）

平成9年4月2日～
平成10年4月1日生まれ

4期（高校3年生
相当）

平成4年4月2日～
平成5年4月1日生まれ

麻しん風しん予防接種対象者

＊ 2期～4期の接種期間は平成23年3月31
日㈭までです

　けやき荘を会場に、歯科医師
・歯科衛生士による歯科健診・
相談を実施します。虫歯や歯周
病などの心配がある方はもちろ
ん、最近、歯科医院にかかって
いない方はぜひどうぞ。ブラッ
シングなどの相談も行います。
なお、治療は行いません。
〈日　時〉２月22日（火）
　　　　　午後１時30分～３時
〈対　象〉60歳以上の方20人
〈申込み〉事前に下記へ
問保健センター☎978－3511

費用
無料

けやき荘で開催けやき荘で開催
歯科健診・相談

　市では、平成22年10月１日から接種が開始さ
れた新型インフルエンザワクチンの接種費用
（23年３月31日接種分まで）を助成しています。
〈対象〉
① 生活保護世帯・中国残留邦人支援給付制度適
用世帯・市民税非課税世帯（世帯全員が非課
税）に属する方

②①以外で次のいずれかに該当する方
　・妊娠中の方
　・ 基礎疾患のある方（事前に保健センターへ
お問い合わせください）

　・ １歳未満のお子さんと同居している保護者等
　・１歳～18歳の方
＊ 原則として13歳以上の方の接種は１回です。
ただし、高齢者インフルエンザ予防接種後、
医師により２回目接種が必要と認められた方
の２回目接種分は助成対象です

〈助成金額〉
① に該当する方…接種費用自己負担額。限度額
は１回目4200円、２回目2900円（２回目の接
種が１回目と別の医療機関の場合4200円）、
予診のみ2835円

② に該当する方…各回1000円（上限）。予診の
みは対象外

＊ 予診とは、安全のため接種前に体調等を確認
することです

〈申請方法〉
　申請書に記入のうえ必要書類を添えて、５月
２日（月）（消印有効）までに保健センターへ申
請してください。申請書は各地区センター、市
役所福祉なんでも相談窓口（本庁舎１階）、北
部・南部出張所、保健センターでお配りしてい
るほか市ホームページから印刷できます。
問保健センター☎９７８－３５１１

ノロウイルスなどの感
染性胃腸炎も流行して
います。症状は下痢や
おう吐などで、予防に
は手洗いが有効です。

申請は５月２日（月）までです。お早めに

新型インフルエンザワクチン新型インフルエンザワクチン
接種費用接種費用をを助成助成しますします

一人ひとりが気を
つけましょう
・うがい、手洗い、マス
クの着用

・十分な栄養と休養をと
り、ウイルスに負けな
い体力をつける

・不必要な外出（人ごみ）
を避ける

・室内を適度な湿度に保
つ

せきエチケットを
心がけましょう
・せき・くしゃみの際に
はティッシュなどで口
と鼻を押さえ、ほかの
人から顔をそむける

・使用後のティッシュは
すぐにフタ付きのごみ
箱に捨てる

がが
流行中流行中ですです！！
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越谷市医師会
けやきクリニック
☎969-2525
会田　邦晴

471

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
主
な
死
亡

原
因
で
は
第
１
位
が
悪
性
新
生
物

（
が
ん
）で
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
と

続
い
て
第
４
位
の
疾
患
で
す
。
ま

た
、
年
々
肺
炎
に
よ
る
死
亡
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
肺
炎
に
よ

る
死
亡
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
約
95
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
は
病
院
外
の
社
会
生
活

上
で
発
病
す
る
肺
炎
の
約
30
％
を

占
め
る
原
因
菌
で
あ
り
、
高
齢
者

の
重
症
肺
炎
で
は
約
50
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
髄ず

い

膜ま
く

炎
、

敗
血
症
、
中
耳
炎
や
副
鼻び

腔く
う

炎
な

ど
の
原
因
菌
で
も
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の

肺
炎
球
菌
に
対
す
る
予
防
ワ
ク
チ

ン
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
り
肺
炎
の
予
防
の
み
な

ら
ず
、
肺
炎
が
重
症
化
す
る
の
を

抑
制
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
対
象
と
し
て
は
肺
炎
球
菌
に

よ
る
重
篤
疾
患
に
罹り

患か
ん

す
る
危
険

が
高
い
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
肺
炎
の
罹
患
率
の
高
い

高
齢
者
や
、
心
血
管
疾
患
、
喘ぜ

ん

息そ
く

な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
糖
尿
病
、

腎
不
全
な
ど
の
基
礎
疾
患
を
有

す
る
よ
う
な
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
々

な
ど
が
接
種
を
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
抗
生
剤
の
効
き
に

く
い
肺
炎
球
菌
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
平
成
21
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
流
行
し
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ス
感

染
に
よ
っ
て
障
害
さ
れ
た
鼻
腔
・

気
道
粘
膜
に
肺
炎
球
菌
が
付
着
し

肺
炎
を
併
発
し
や
す
く
な
り
う
る

の
で
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
は
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
考
慮
さ

れ
て
は
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
全
て
の
肺
炎

を
予
防
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の

接
種
に
よ
り
少
な
く
と
も
５
年

間
は
有
効
で
、
日
本
で
は
今
ま
で

は
２
回
目
の
接
種
は
副
反
応
が
危き

惧ぐ

さ
れ
禁
忌
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
１
回
目
の
接
種
後
５

年
た
て
ば
２
回
目
の
接
種
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
２
回
目

の
接
種
は
全
例
に
接
種
す
る
と
い

う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療

機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
児
の
肺
炎
球
菌
感

染
に
よ
る
髄
膜
炎
、
敗
血
症
、
肺

炎
、
中
耳
炎
に
有
効
で
あ
る
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
は
２
カ

月
以
上
９
歳
以
下
で
す
が
、
肺
炎

球
菌
の
重
症
感
染
は
約
半
数
が
０

歳
代
で
起
こ
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
接
種
を
開

始
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
接
種
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
肺
炎
球
菌
の
重
い

感
染
症
が
わ
ず
か
２
％
に
減
少
し

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
き
な
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
接
種
回
数

は
開
始
年
齢
で
異
な
り
ま
す
の
で

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

れ
、
１
０
０
０
万
円
以
上
の
高
額
被

害
に
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
安
易
に
無
料
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
た
り
、
個
人
情
報
を
入
力
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う

②
不
審
な
メ
ー
ル
が
執
よ
う
に
届
い

た
ら
、
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
手
続
き

や
ア
ド
レ
ス
変
更
を
し
ま
し
ょ
う

③
「
変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
利

用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う

④
メ
ー
ル
の
履
歴
や
支
払
い
に
関
す

る
資
料
な
ど
を
保
管
し
ま
し
ょ
う

◆
現
金
化
を
目
的
と
し
た

　

カ
ー
ド
利
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
は
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
、
後
払
い

に
す
る
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
機
能

と
、
お
金
を
借
り
入
れ
る
「
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
」
の
機
能
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
利
用
で
き
る
金
額
枠
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
枠
の
現
金
化
と
は
「
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
」
枠
を
現
金
入
手
の
た
め
に
利

用
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
50
万

円
の
商
品
を
購
入
後
、
業
者
が
40
万

円
で
買
い
取
っ
た
場
合
、
消
費
者
は

一
時
的
に
40
万
円
の
現
金
を
手
に
す

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
消
費
生

活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
を

専
門
の
相
談
員
が
受
け
て
い
ま
す
。

◆
消
費
生
活
相
談
事
例
「
お
金
あ
げ

ま
す
メ
ー
ル
は
要
注
意
！
」

【
相
談
事
例
】
「
相
談
相
手
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
１
０
０
０
万
円
あ
げ
ま

す
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
メ
ー
ル
の
や

り
取
り
を
し
た
が
お
金
は
も
ら
え

ず
、
サ
イ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
代
で
90
万

円
支
払
っ
て
し
ま
っ
た（
30
代
男
性
）。

　

お
金
を
あ
げ
る
と
い
う
内
容
で
メ

ー
ル
が
届
き
、
サ
イ
ト
に
誘
導
さ

れ
、
有
料
で
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を

し
ま
す
が
、
お
金
は
も
ら
え
ず
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
高
額
な
利
用
料
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
費
用
を
請
求
さ

る
代
わ
り
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

対
し
て
50
万
円
の
借
金
を
負
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
「
入
金
さ
れ
な
い
」

「
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
」
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
や
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

米
消
費
拡
大
推
進
事
業

米
料
理
講
習
会（
花
寿
司
）

偉
２
月
23
日
㈬
、
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時　

囲
大
相
模
地
区
セ
ン
タ

ー　

夷
花
寿
司
（
バ
ラ
の
花
・
梅
の

花
）
の
作
り
方
。
講
師
は
越
谷
市
農

業
協
同
組
合
女
性
部
の
方　

委
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
で
初
め
て
参
加
す

る
方
20
人
（
申
込
み
順
）　

威
５
０

０
円
（
材
料
費
）　

尉
巻
き
す
・
三

角
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
・
ハ
ン
カ
チ
・

上
履
き　

惟
２
月
７
日
㈪
、
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

姐
く
ら
し

安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

①３月１日～７日に春季全国火災予防運動を実施します
　春季全国火災予防運動は、火災による人命や財産の損失を防ぐこと
などを目的として毎年実施しています。
〈広報活動〉　①３月１日（火）、午前10時から新越谷駅前広場で１日
消防署長による防火広報と消防音楽隊の演奏会。②２日（水）、せんげ
ん台駅・北越谷駅・新越谷駅で幼年消防クラブ員と婦人防火クラブ員
による駅頭防火広報

②防炎製品を使用しましょう
　防炎製品とは、着火しても燃え広がらない
繊維製品です。防炎製品を使用することで、
火災による被害を最小限に抑えることができ
ます。防炎製品は燃えにくい素材を使用した
ものと、製品に特殊な加工をしたものがあり
ます。エプロン・パジャマなどの身に着ける
ものや、カーテン・じゅうたん・布団・自転
車カバーなど多種多様なものがあります。火災による被害を最小限に
抑えるために防炎製品を使用しましょう。　

③警報音以外で火災を知らせる住宅用火災警報器があります
　住宅用火災警報器は、火災発生時の煙や熱を感知し、早い段階で火
災を知らせることで「逃げ遅れ」を防ぐことができます。また、警報
音以外の次の方法で火災を知らせる補助警報装置があります。
●光の点滅
●振動（座布団や枕の下に敷いて使用します）
●文字（腕時計型の装置など。同時に振動するものもあります）
●臭い（わさび臭）
＊重度心身障がい者の方に対して、その障がいの内容・等級および世
帯の状況によっては、火災警報器を給付できる場合があります（一
部自己負担あり）。詳しくは障害福祉課（☎９６３－９１６４）へ
お問い合わせください

④小型動力ポンプ付軽消防自動車が寄贈されました
　社団法人日本損害保険協会（鈴木久
仁会長）から、小型動力ポンプ付軽消
防自動車が寄贈されました。これは、
同協会が地域の防災力を高めることを
目的として各自治体に実施している事
業です。これを受けて市では、１月25
日に消防本部で受納式を開催しまし
た。寄贈された車両は、消防団の増林
分団第１部に配備し、地域の安全・安
心のために活用します。

問①～③は消防本部予防課☎９７４－０１０３
　④は消防本部総務課☎９７４－０１０２

▲防炎製品ラベル

地域防災に役立てます

　交通ルールにま
だ慣れていない新
入学（園）児を交通
事故から守りまし
ょう。新入学（園）
児は、４つの約束
「とまる・みる・
まつ・たしかめ
る」を習慣にし、
正しい交通ルール
とマナーを身につ
けましょう。

　ご自身が交通安全意識を高
め、子どものよき指導者とな
り、家族全員で子どもの交通
事故を防ぎましょう。

保護者・保護者・
家族の方へ家族の方へ
問越谷警察署交通課☎９６４－０１１０

消防署からのお知らせ
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鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ 子育て電話相談は各地域子育て支援センターへ

☆おひさまの子（増林保育所内）☎960－5800
日程 講座名（内容） 対象 費用

①2/9（水）
9:30～11:00

子育て広場　
歌や手遊び、パネルシアター、体
操、外遊び等

就学前のお子さんと保護者35組
無料

②2/26（土）
10:00～11:00

子育て講座
「ワークショップ・何ができるかな」

2歳～就学前のお子さんと保護者
20組

〈申込み〉①2/2（水）、②2/8（火）から電話でおひさまの子へ（13:00～16:30）

☆すくすく（南越谷保育園内）☎990－5003
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/9（水）・16（水）・
23（水）
14:00～15:00

「すくすくクラブ」
お友だちをつくりましょう！
＊3回連続講座

0歳のお子さんと保護者10組
（初めての方優先） 無料

2/18（金）
10:00～11:00 子育て講座「リトミック」 2・3歳のお子さんと保護者20組

2/22（火）
14:00～15:00

子育て講座
「栄養士による食育講座」
簡単！ヨーグルトケーキの作り方

1・2歳のお子さんと保護者10組 50円

〈申込み〉いずれも2/7（月）13:00から電話ですくすくへ　

☆たけのこ（おおたけ保育園内）☎977－5311
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/21（月）
10:00～11:00

「ママが教える交通安全　№2」
“学び隊”による指導　

2歳～就学前のお子さんと保護者
25組 無料

2/25（金）
10:00～11:00「ひなまつり製作」 就学前のお子さんと保護者各25組

50円

3/3（木）
10:00～11:00「ひなまつり会に参加しましょう」 無料

〈申込み〉いずれも2/10（木）（消印有効）までに、往復はがきに希望講座名（はがきは講座毎）・住所・親子の氏
名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、たけのこ（〠343-0034大竹815-1）へ

☆きらきら（松沢保育園内）☎080－1058－3953
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/10（木）
9:50～10:50 お友だちと仲良くできるかな？ 2歳のお子さんと保護者15組

無料2/17（木）
10:00～11:00 ひなまつりを楽しもう 2歳のお子さんと保護者18組

2/21（月）
9:50～10:50 お話ワールドと作って遊ぼう！ 0歳のお子さんと保護者15組

〈申込み〉いずれも2/7（月）から電話できらきらへ（13:00～16:00）

☆げんき（越谷レイクタウンさくら保育園内）☎988－0863
日程 講座名（内容） 対象 費用

①2/18（金）
10:00～11:00

大きくなったかな？
（身長・体重測定）

就学前のお子さんと保護者5組
（初めての方優先） 無料

②2/19（土）
9:30～11:00

おいしいクッキー食べようね!!
（クッキーを焼いて食べましょう）

1歳～就学前のお子さんと保護者
20組 50円

③2/24（木）
11:00～12:00 さくらレストランへどうぞ!!

離乳食が完了したお子さんと保護
者5組（初めての方優先）

大人240円
子ども200円

〈申込み〉①は2/7（月）、②③は2/8（火）から電話でげんきへ（13:00～17:00）

　いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽せんになります。下記講座
のほか各種子育て講座を開催していますので、詳しくは市ホームページをご覧ください。

☆にこにこ（新方保育所内）☎970－5611
日程 講座名（内容） 対象 費用

①2/19（土）
10:00～11:00

子育て講座
「リトミックで遊ぼうパート2」

3歳～就学前のお子さんと保護者
15組 無料②3/5（土）

10:00～11:00
子育て講座
「お父さんと遊ぼう」

2歳～就学前のお子さんと保護者
20組

〈申込み〉①2/9（水）、②2/24（木）から電話でにこにこへ（13:00～16:30）

☆森のひろば（越谷わかばの森ナーサリー内）☎993－4154
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/7（月）
10:00～11:00

ふれあい遊び
「ふわふわ　ふわりん」

6カ月～12カ月のお子さんと保護者
10組

無料
2/9（水）
10:00～11:00

からだを使ってあそぼう!!
「ゆきや　こんこん」 1歳のお子さんと保護者10組

2/24（木）
10:00～11:30

食育講座
「作って食べようサンドイッチ」

2歳～就学前のお子さんと保護者
10組 100円

〈申込み〉いずれも2/1（火）から電話で森のひろばへ（13:00～15:00）　

○北越谷保育ステーション（男女共同参画支援センター隣）☎970－8200
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/10（木）
15:00～16:00 おやつを食べよう「すいとん」

1歳6カ月～就学前のお子さんと保護
者6組 100円

2/17（木）
10:00～11:00

ペン字クラブ
「手紙の練習・冒頭のあいさつ」 就学前のお子さんと保護者各15組（有

料保育あり） 無料2/23（水）
10:00～11:00 ママークラフト「フリースマフラー」

〈申込み〉いずれも2/4（金）から電話で北越谷保育ステーションへ（10:30～16:00）

○南越谷保育ステーション（南越谷1‒12‒11）☎987－6300
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/5（土）
10:00～11:30

学ぼうみんなで！講師を招いて
「子どものおいしい食生活」
～おっぱいから幼児食まで～

大人各20人（有料保育あり） 無料2/12（土）
10:00～11:30

絵手紙サークル「お話の世界を描く」
＊毎月開催

3/5（土）
10:00～11:30

学ぼうみんなで！講師を招いて
「パーソナリティー」
～性格について考える～

〈申込み〉いずれも2/1（火）から電話で南越谷保育ステーションへ（8:30～16:30）

　下記講座のほか各種サロンを開催しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。

　下記講座のほか各種子育て講座を開催しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。

□子育てサロン☎961－3623
＊時間は親子講座10：30～12：30、その他はいずれも10：30～11：30
日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

3/3（木）

子育てサロン
（ヴァリエ）

赤ちゃんとあそぼう 6カ月～1歳未満のお子さ
んと保護者10組 50円

なし

3/10（木） 石けんのデコパージュ 就学前のお子さんのいる保
護者8組 100円

3/17（木） 英語で遊ぼう
－Happy Easter－ 2・3歳のお子さんと保護者

各10組3/24（木） 親子遊び・からだ遊び 50円

3/4（金）
住まいの
情報館

（大吉464-1）

赤ちゃんと英語であそぼう 6カ月～1歳未満のお子さ
んと保護者10組 100円

3/12（土） 親子講座「わくわく広場」 就学前のお子さんと保護者
10組 無料

3/18（金） リズムで遊ぼう
－春を呼ぶ音楽あそび－

2・3歳のお子さんと保護者
10組 100円

〈申込み〉2/14（月）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年
齢・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）へ。1人1講座のみで市内
在住の方。応募多数の場合は抽せんとなります

□つどいの広場はぐはぐ☎080－2055－2092
＊時間は食育講座10：30～13：00、プレママ広場10：30～12：00、その他はいずれも10：30～11：30
日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

3/3（木）・
15日（火）

生活クラブ
越谷生活館

赤ちゃん広場
（赤ちゃん体操など）

3カ月～10カ月のお子さん
と保護者10組 無料 バスタオル

3/8（火） 食育講座（野菜のとり方、蒸
し料理とリゾット）

就園前のお子さんと保護者
10組 500円 エプロン、三角きん、ふきん、お手ふき

3/17（木）
プレママ広場（産む前に助
産師とお話しするおっぱい
相談等、お茶付き）

妊娠中の方10人 100円 母子健康手帳

3/18（金）・
25（金）

かるがも広場（わらべ唄と手
遊び、絵本の読み聞かせ等）

就園前のお子さんと保護者
10組 無料

なし
3/25（金）

ママのためのリフレクソロ
ジー（同室託児で日ごろの
疲れを10分マッサージ）

就園前のお子さんと保護者
5組 500円

〈申込み〉2/14（月）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年
齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐはぐ（〠343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内
1階）へ。1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽せんとなります

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ご
連
絡
を
〜
小
さ
な
命
を

守
る
の
は
大
人
の
役
目
で
す
〜

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
を
見
か
け
た
と
き
は
、
市
児
童

福
祉
課
や
越
谷
児
童
相
談
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
「
虐
待
か
は
っ
き
り

し
な
い
」
「
ご
近
所
の
関
係
が
悪
く

な
る
か
も
」
と
通
報
（
相
談
）
を
た

め
ら
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
一
報
で
救
わ
れ
る
お
子
さ
ん
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
身

が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
も

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
左
記
へ
。
相
談

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

意
越
谷
市
児
童
福
祉
課
☎
９
６
３
＝

９
１
７
２
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
、
埼
玉
県
越
谷
児

童
相
談
所
☎
９
７
５
＝
４
１
５
２

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

15
分
）
、
埼
玉
県
休
日
夜
間
児
童
虐

待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
４
８
＝
７
７

９
＝
１
１
５
４
（
越
谷
児
童
相
談
所

の
受
付
時
間
外
）

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ

優
待
カ
ー
ド
の
切
り
替
え
を

期
限
切
れ
カ
ー
ド
は
使
え
ま
せ
ん

　

カ
ー
ド
表
面
右
下
に
「
有
効
期
限

平
成
22
年
３
月
ま
で
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
カ
ー
ド
は
、
協
賛
店
舗
で
優

待
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
旧
カ
ー
ド

を
提
示
し
て
使
用
で
き
な
い
と
、
店

舗
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
方
が
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
は
協
賛
店
舗
の
善

意
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。　

　

妊
娠
中
の
方
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で
、
新

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市

役
所
児
童
福
祉
課
（
第
二
庁
舎
２

階
）
、
北
部
・
南
部
出
張
所
で
新
カ

ー
ド
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

意
埼
玉
県
少
子
政
策
課
☎
０
４
８
＝

８
３
０
＝
３
３
４
３
、
越
谷
市
児
童

福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６
５
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埼玉県小児救急電話相談（19時～23時。休日は9時～23時）は☎#8000へ こんにちはすこやかさんは、はがきまたは市ホームページ（「すこやかさん」で検索）から申込みできます

▲髙
たか

橋
はし

蘭
らん

太
た

郎
ろう

ちゃん

(H22.1.8 越ヶ谷)

　

し
ょ
く
人
さ
ん
の
だ
る
ま
は
、
ひ

げ
の
部
分
が
こ
ま
か
く
て
い
ね
い
に

ぬ
ら
れ
て
い
て
、
さ
す
が
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
口
の
部
分
や
ま
ゆ
毛

も
力
強
く
て
、
か
っ
こ
い
い
だ
る
ま

や
小
さ
く
て
か
わ
い
い
だ
る
ま
が
あ

る
事
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

自
分
が
作
っ
た
だ
る
ま
は
、
し
ょ

く
人
さ
ん
の
よ
う
に
う
ま
く
な
い
け

ど
、
自
分
で
は
じ
ょ
う
で
き
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

自
分
の
だ
る
ま
は
、
風
船
か
ら
作

っ
た
の
で
本
物
と
ま
っ
た
く
ち
が
う

け
ど
、
本
物
に
、
に
て
い
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

　

作
る
と
き
に
む
ず
か
し
か
っ
た
所

は
、
白
い
絵
の
ぐ
で
顔
を
ぬ
る
時
、

　

12
月
18
日
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
の
中
学
生
の
部
・
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
部
門
（
大
編
成
）
に
、

関
東
代
表
と
し
て
中
央
中
学
校
吹

奏
楽
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
68
人

の
部
員
が
行
っ
た
楽
器
を

演
奏
し
な
が
ら
の
行
進
や

踊
り
は
、
優
れ
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
評
価
さ
れ
、

銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

部
長
の
石
原
亜
矢
子
さ

ん
は
「
み
ん
な
で
厳
し
い

練
習
を
重
ね
、
全
国
と
い

う
大
舞
台
で
満
足
い
く
演

奏
が
で
き
ま
し
た
。
緊
張

し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で

す
。
支
え
て
く
れ
た
方
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
で

中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
銀
賞

通つ
う

が
盛さ
か

ん
で
、
大お
お

き
な
荷に

物も
つ

な
ど
は
、

み
ん
な
船ふ
ね

で
運は
こ

ん
だ
も
の
で
す
。

　

あ
る
日ひ

の
こ
と
、
一い
っ

隻せ
き

の
船ふ
ね

が
お

地じ

蔵ぞ
う

さ
ん
を
積つ

ん
で
花は
な

田た

ま
で
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
急き
ゅ
うに
船ふ
ね

が
動う
ご

か
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
お
地じ

蔵ぞ
う

さ
ん
は
こ
こ
で
降お

り
た
い

に
違ち
が

い
な
い
」
船ふ
な

乗の

り
の
頭か
し
らは

こ
う

考か
ん
がえ
る
と
、
お
地じ

蔵ぞ
う

さ
ん
を
降お

ろ
し

て
、
花は
な

田た

と
増ま
し

林ば
や
しの

境さ
か
いに

あ
た
る
千せ
ん

間げ
ん

堀ぼ
り

（
今い
ま

の
新に
い

方が
た

川が
わ

）
の
近ち
か

く
古ふ
る

川か
わ

の
堤つ
つ
みに
お
ま
つ
り
し
ま
し
た
。

　

花は
な

田た

の
人ひ
と

々び
と

は
、
こ
れ
を
「
ス
マ

ッ
カ
ラ
の
お
地じ

蔵ぞ
う

さ
ん
」
と
呼よ

ん
で

い
ま
す
。
ス
マ
ッ
カ
ラ
と
は
、
お
地じ

蔵ぞ
う

さ
ん
が
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
る
場ば

所し
ょ

の
そ
ば
の
砂す
な

河か

原わ
ら

（
ス
ナ
カ
ワ
ラ
）

が
な
ま
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
「
ス

ナ
ッ
カ
ラ
地じ

蔵ぞ
う

」
と
呼よ

ぶ
人ひ
と

も
い
ま

す
。

＊
こ
の
話
は
な
し
は
３
月が
つ

号ご
う

に
続つ
づ

く
よ

　

む
か
し
元も
と

荒あ
ら

川か
わ

は
、
花は
な

田た

を
ぐ
る

り
と
ま
わ
っ
て
東
ひ
が
し

小こ

林ば
や
し（
今い
ま

の
東
ひ
が
し

越こ
し

谷が
や

）
か
ら
瓦
か
わ
ら

曽ぞ

根ね

に
向む

か
っ
て
流な
が

れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
川か
わ

の
交こ
う

越谷の民話㉓

白
の
部
分
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
、

金
の
ひ
げ
が
あ
ま
り
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
、
顔
は
力
強
く

か
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
、
そ

ん
な
に
力
強
く
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
自
分
で
は
、
な
っ
と

く
で
き
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
、

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

＊
次
回
は
蒲
生
南
小
学
校
で
す

　

ぼ
く
た
ち
は
、
そ
う
合
の
学
習

で
越
谷
だ
る
ま
に
つ
い
て
べ
ん
強

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
し
ょ
く
人
さ
ん
が

作
る
様
子
を
ビ
デ
オ
で
見
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ぼ
く
た
ち
も
風
船
で
だ

る
ま
作
り
を
し
ま
し
た
。

越
谷
だ
る
ま
を
つ
く
っ
た
よ

青
柳　

朋

３年
青
あお

柳
やなぎ

　朋
とも

さん

大袋北小学校

6年
須
す

藤
どう

　梨
り

帆
ほ

さん「虫のくにであそんだよ」酒井　晴翔

1年
酒
さか

井
い

　晴
はる

翔
と

さん

部員全員で心を合わせて演奏しました

今号の「こどもクイズ」はお休みします。

▲田
た

村
むら

栞
しおり

ちゃん

(H21.2.26 東越谷)

▲永
なが

井
い

美
み

柚
ゆ

ちゃん

(H21.6.12 大沢)

▲古
ふる

谷
や

孝
こう

太
た

郎
ろう

ちゃん

(H20.5.21 相模町)

▲大
おお

山
やま

瑞
みず

希
き

ちゃん

(H20.10.7 西方)

▲篠
しの

宮
みや

大
たい

駕
が

ちゃん

(H21.6.4 大沢)

▲島
しま

村
むら

篤
あつ

人
と

ちゃん

(H21.11.15 大吉)

▲佐
さ

藤
とう

優
ゆ

衣
い

菜
な

ちゃん 大
だい

輝
き

ちゃん

(H18.8.16 H20.9.13 弥栄町)

花は
な

田た

の
ス
マ
ッ
カ
ラ
地じ

蔵ぞ
う

①

▲帆
ほ

刈
かり

葵
あおい

ちゃん

(H20.8.31 柳町)

▲豊
とよ

田
た

心
こ

々
こ

ちゃん 紗
さ

々
さ

ちゃん

(H21.2.11 H18.12.19 花田)

完成させた越谷だるま
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平成23年１月１日現在
人口　32万8182人　（前月比391人増）
世帯　13万7219世帯（前月比217世帯増）

男　16万4272人（前月比174人増）
女　16万3910人（前月比217人増）

〈２月放送の主な内容〉
・市・県民税の申告受け付
け開始、栄進中の生徒が
ロボットコンテスト全国
大会で優勝
・特集：第二の人生を撮影
にかける広報ボランティ
ア
・ズームアップ：わくわく 
　アート展

２月19日㈯・20日㈰

２月21日㈪～27日㈰

9：30～10：00

８：30～９：00
17：30～18：00

市政情報を配信
越谷cityメール
配信サービス

＊ 詳しくは、市ホー
ムページをご覧く
ださい
暗広報広聴課
☎963－9117

各種相談（祝日を除く） 相談は無料です

市民

法律（予約制）

福祉なんでも相談

税務

行政

行政書士

登記

不動産

マンション管理

住宅リフォーム・耐震

消費生活

女性

人権

人権

内職・労働・経営

発明・特許工業所有権

職業・雇用

青少年

教育

家庭児童

一般…毎週月曜～金曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除
く）。中央市民会館４階第１相談室。日常生活全般における相続、債権、

債務、離婚、賠償などの民事関係や市政に関することについて。／交通事故…
毎週月曜・木曜日、毎月第1・3火曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後
１時を除く）。中央市民会館４階第1相談室。交通事故による補償問題や手続
きなどについて。事前にご連絡ください。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎週水曜日（予約は前日の火曜日午後１時から、電話で受け付
け。定員８人）。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階

第２相談室。毎月第１・３・４金曜日（予約は前日の木曜日午後１時から電話
で受け付け。定員８人）。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階第４相
談室。／夕刻…毎月第２金曜日（２月は休み）。午後４時～７時。中央市民会
館４階第４相談室。いずれも市民生活における法律上の諸問題、交通事故によ
る補償問題、手続きなどについて弁護士が相談に応じます。問合せ／くらし安
心課☎963-9156

毎週月曜～金曜日。午前８時30分～午後５時15分。福祉
に関する各種相談について（直接窓口へおいでくださ

い）。問合せ／福祉なんでも相談窓口（市役所本庁舎１階）☎963-9150

税理士…毎月第１月曜日。午前10時～午後3時（正午～午後１時を除
く）。中央市民会館4階第2相談室。税金関係全般について関東信越税理

士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

越谷税理士会税務相談所…毎週月曜・木曜日。午後１時～４時。越谷税理士会
税務相談所（赤山町３－３－４草島商店３階、越谷税務署前） 。税金関係全般
について関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。事前にご連絡
ください。問合せ／関東信越税理士会越谷支部☎962-6131

毎月第２金曜日（２月は18日）。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第２相談室（10月は本庁舎１階ロビー）。国・県・市の行政上

の諸問題について行政相談委員が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎月第１金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第２相談室。相続、遺言、遺産分割協議書、内容

証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開発許可、金銭貸借に関
する書類の作成・申請代理業務等について埼玉県行政書士会越谷支部の行政書
士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎月第１水曜日。午前９時～正午。中央市民会館４階第２相談室。登記、供
託、分筆、表示など、法務局・裁判所に提出する書類について司法書士と土

地家屋調査士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎月20日（２月は21日（月））。午前10時～午後３時（正午～午後１
時を除く）。埼玉県宅建協会越谷支部（市役所駐車場隣）。不動産に

関することについて弁護士と相談員が相談に応じます。問合せ／埼玉県宅建協
会越谷支部☎964-7611

毎月第３火曜日（予約は第２火曜日まで）。午後１時30分～
４時30分。中央市民会館４階第４相談室。市内マンション

の管理等について埼玉県マンション管理士会会員が相談に応じます。問合せ／
建築住宅課☎963-9205

毎月第３火曜日（予約は第２火曜日まで）。午前
９時30分～11時30分。中央市民会館４階第４相談室。

住宅リフォームの留意点や耐震診断、改修の技術的内容について埼玉建築士会・
埼玉県建築士事務所協会会員が相談に応じます。問合せ／建築住宅課☎963-9205

毎週月曜～金曜日。午前９時30分～午後３時30分（正午～午後１時
を除く）。中央市民会館４階消費生活センター。商品やサービスの疑

問や不審、訪問販売のトラブルなどについて。問合せ／消費生活センター☎965-
8886

生き方・パートナー相談（DV（配偶者等からの暴力）相談を含む）…電
話相談は☎970-7415。毎週火曜・木曜・金曜日。午後１時～２時。毎週

土曜・日曜日。午前10時～午後２時（正午～午後１時を除く）。それ以外の時
間帯の面接相談は予約制。予約の受け付けは、月曜日を除く毎日。午前９時～
午後５時。申込み・問合せ／男女共同参画支援センター☎970-7410

毎月第１・３木曜日。午後１時～４時。中央市民会館４階第４相談室。
人権擁護委員が相談に応じます。問合せ／人権推進課☎963-9119

毎週月曜日。午前９時～午後４時。さいたま地方法務局越谷支局。問合
せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課☎966-1337

内職…毎週火曜・木曜日。午前10時～午後３時30分（受
け付けは午前10時～11時30分、午後１時～３時）。内職、

あっせん、求人（仕事を出す方）について。／早期就職（キャリアコンサルタ
ント）…毎週月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）。午前９時～午後４時（正
午～午後１時を除く）。早期就職に向けた総合的なコンサルティング。／労働
（社会保険労務士）…毎週金曜日。午後１時～４時。賃金、労災、雇用、厚生
年金などについて。／事業資金…毎月第２水曜日。午後１時～４時。中小企業
者のための金融について（要予約。毎月第１水曜日までにご連絡ください）。
いずれも産業雇用支援センター３階相談室。問合せ／産業支援課☎967-4680

創業・経営…毎週月曜～金曜日、毎月第２土曜日。午前９時～午後４時（正午
～午後１時を除く）。産業雇用支援センター二番館。開業、経営、経営革新な
どについて。問合せ／産業雇用支援センター二番館事務室☎967-2424

２月25日（金）。午前10時～午後4時（正午～午後
1時を除く）。産業雇用支援センター４階会議室。

問合せ／（社）発明協会埼玉県支部☎048-645-4412

職業紹介・相談…毎週月曜～土曜日。午前８時30分～午後７時（土
曜日は午前10時～午後５時）／求人受付・雇用保険（適用・給付）

…毎週月曜～金曜日。午前８時30分～午後５時15分。いずれもハローワーク越
谷。問合せ／ハローワーク越谷☎969-8609

毎週火曜・水曜・金曜日。午前９時～午後４時。青少年相談室（増林
３－４－１越谷市教育センター内）。青少年の非行、家庭内暴力、い

じめ等。問合せ／青少年相談室☎964-0272

毎週月曜～土曜日。午前９時30分～午後５時（電話相談の受け付けは午
前９時～午後８時30分）。越谷市教育センター（増林３－４－１）。幼

児～中学生のいじめ、不登校、発達相談、就学相談等。申込み・問合せ／越谷
市教育センター教育相談担当☎962-9300、962-8601。ハートコール（子ども専
用電話相談）は☎962-8500

毎週月曜～金曜日。午前９時～午後４時。中央市民会館４階相談室（電
話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家族関係など18歳まで

の相談を行います。問合せ／家庭児童相談室（児童福祉課）☎964-2111

　

１
月
22
日
・
23
日
、
東
京
都

の
銀
座
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た

創
造
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
中
学
生
大
会
に

出
場
し
た
栄
進
中
３
年
生
の
チ

ー
ム
が
見
事
優
勝
。
ロ
ボ
コ
ン

大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
奨
励

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
り
、ボ

ー
ル
を
ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
に
素
早

く
運
ぶ
と
い
う
も
の
で
、

生
徒
た
ち
は
作
り
上
げ

た
高
性
能
ロ
ボ
ッ
ト
を

巧
み
に
操
作
し
、
大
会

を
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
名
は
、
昨

年
、
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ

の
微
粒
子
を
持
ち
帰
っ

た
惑
星
探
査
機
と
同
じ

ハ
ヤ
ブ
サ
。
生
徒
た
ち

は
受
験
勉
強
と
ロ
ボ
コ

ン
を
両
立
さ
せ
、
母
校

に
大
賞
を
持
ち
帰
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
児
童
養
護
施
設
な
ど

に
、
漫
画
の
主
人
公
ら
を
名
乗

る
人
物
か
ら
贈
り
物
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
１
月
11
日
に
は
、

越
谷
市
役
所
に
も
往
年
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ「
肝
っ
玉
か
あ
さ
ん
」

の
主
演
女
優
「
京
塚
昌
子
」
を

名
乗
る
方
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
５

つ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

添
え
ら
れ
て
い
た
手
紙
に

は
、「
目
に
は
見
え
ま
せ

ん
が
、愛
を
い
っ
ぱ
い
、

い
っ
ぱ
い
詰
め
て
あ
り

ま
す
。
小
さ
な
体
で
背

負
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
私
は

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
」
な
ど
と
記
し
て

あ
り
ま
し
た
。市
で
は
、

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
り
主

の
希
望
に
合
わ
せ
、
市

内
の
子
ど
も
た
ち
が
入

所
す
る
児
童
養
護
施
設

へ
送
り
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
〜
26
日
、
中
央
市

民
会
館
で
「
わ
く
わ
く
ア
ー
ト

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
作
品
展
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
市
内
小
・
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
や
県
立
越
谷
西
特
別

支
援
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
児
童
・
生
徒
が

一
生
懸
命
に
描
い
た
作
品
を
通

し
て
、
特
別
支
援
教
育

へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
２
４
０
人

の
作
っ
た
絵
画
や
書

道
、
版
画
、
織
物
、
木

工
、
陶
芸
、
手
芸
な
ど

１
４
９
６
点
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
温
か

く
独
創
的
な
作
品
に
、

訪
れ
た
人
か
ら
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

栄
進
中
の

チ

ー

ム

ロ
ボ
コ
ン
全
国
大
会
で
優
勝
大
賞
受
賞

の

快

挙

越
谷
に
も

善
意
の
寄
付

肝
っ
玉
か
あ
さ
ん
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
児
童
養
護

施

設

へ

１
４
９
６

点
の
力
作

わ
く
わ
く
ア
ー
ト
展
を
開
催
独
創
的
な

作
品
が
並
ぶ

チーム一丸でつかんだ日本一の座

愛の詰まったランドセルは新一年生へ届けられました

自分の作品が展示されてみんな誇らしげ



第4次越谷市総合振興計画 

基本構想まとまる 
計画期間は平成23年度から32年度まで 

平成23年（2011年） 
２ 月 １ 日 発 行  

■発行／越谷市　編集／秘書室広報広聴課
蕷343-8501　埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目2番1号 
蕁048（964）2111　FAX048（965）6433

臨時特集号 

　市では、平成23年度から10年間のまちづくりの指針となる第4次越谷市総合振興計画の策定
を進めてきました。このたび同計画の基本構想が決定されました。 
　策定に当たっては、地区住民を主体とした地区まちづくり会議や一般公募による市民懇談会
の開催、意見公募など市民参加を得る一方、庁内の協議を重ねてきました。さらに有識者と一
般公募市民による総合振興計画審議会の答申を踏まえて、同計画の基本構想案を作成しました。
この基本構想案は、昨年12月定例市議会に上程、議決されました。 
　なお、基本構想の全文は、企画課（第二庁舎3階）、情報公開センター（第二別館）、各地区セ
ンター、市ホームページでご覧になれます。 

《総合振興計画ってなに？》 
　「越谷市総合振興計画」とは、本市のまちづくりの最も基本的な計画のことで、昭和４７年に最初の計画が策定されました。昭和５９年には第２次、
平成１２年には第３次が策定され、今回が第４次となります。本市の総合振興計画は多くの市町村と同じように「基本構想」「基本計画」「実施計画」
で構成されています。このうち、基本構想については、地方自治法の第２条第４項に、「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議
決を経てその地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行なうようにしなければならない。」と位
置付けられています。この基本構想には、市の将来像、地区別将来像、事業の方向性を示す施策の大綱などが掲載されています。 

■計画の期間と構成
　「第４次越谷市総合振興計画」は「基本構想」「基本計画」「実施計
画」の３層で構成されています。 

■時代の流れと新たな課題
　「第４次越谷市総合振興計画」の策定
にあたり、次のような５つの大きな時代
の流れを的確にとらえ、まちづくりを計
画的に進める必要があります。 

越谷市は、環境との共生を願い、豊かな自然と美しい景観を大切にするとともに、
多様性に富む人と地域に支えられた、安全で安心して快適に生活ができるまち
づくりを目指します。 

「人間尊重」と「市民主権」のまちづくりを進めるにあたり、次の４つをまち
づくりの視点とします。 

●市民とつくる住みよい自治のまちづくり
●だれもが健康で生きがいをもって安心して暮らせるまちづくり
●自然と調和し質の高い都市機能を備えたまちづくり
●人や環境にやさしく安全・安心な生活を育むまちづくり
●安心して働ける環境を育む持続的で躍動するまちづくり
●いきいきとだれもが学べる心豊かなまちづくり

■計画の特徴
盧越谷市自治基本条例を踏まえ、市民の計画策定への参加を得るととも
に、市民ニーズを反映した計画です。
盪越谷市が行うすべての施策や事業の根拠となる最上位に位置する計画
です。
蘯十分な現状分析と将来予測により、市民が安全で安心して快適な生活
を送ることのできる目標を設定し、その到達へ向け施策が体系化され
た、わかりやすく実現性のある計画です。

問合せ　企画課 蕁963-9112

■まちづくりの視点

■まちづくりの理念

■まちづくりの目標　将来像の実現に向けたまちづくりの目標

■越谷市の将来像　これからの１０年、越谷市が目指す将来の姿

人と地域が主役のまちづくり 

文化の息づくやすらぎのまちづくり 

環境と共生したまちづくり 

活力ある産業のまちづくり 

人 間 尊 重 水と緑と太陽に恵まれた　人と地域が支える安全・安心・快適都市 
　一人ひとりが人間として尊重
され、「やさしさ」や「心の豊
かさ」などの人間らしさに満ち
た、ふれあい豊かなまちづくり
を進めるための基本理念です。 

　参加と協働による市民が主人
公であるまちづくりを進めるた
めの基本理念です。 

市 民 主 権  

１．人口減少社会の到来と 
　　少子高齢化の進行 
○次代を担う子どもの育成支援
○子育て環境の充実
○健康づくり施策の充実
○明るい長寿社会の創造
○ユニバーサルデザインやバリアフリー
の社会づくり

２．地方分権の推進と 
　　市民によるまちづくり 
○事業の選択と集中による、効率的なま
ちづくり 

○地域コミュニティ組織や市民活動団体
などの活躍 

○地域の課題解決やコミュニティの活性
化に向けた市民によるまちづくり 

５．経済・産業構造の 
　　変化 
○環境・エネルギー分野や
医療・介護・健康分野の
質的な充実 

○地域の魅力を活かした農
業の展開や観光資源の創
出 

○農・商・工の連携や産・
学・官の連携 

○技術革新や地域資源を活
かした産業の創造 

４．環境意識の高まり 
○市民活動団体、事業者等との協働によ
る環境と共生する社会づくり 

３．安全・安心志向の高まり 
○安心を実感できる社会づくり

平成23年度 24 25 26 27 28 29 30 31 平成32年度 

実施計画 
（3か年計画） 

実施計画 
（3か年計画） 

実施計画 
（3か年計画） 

実施計画 
（3か年計画） 

前期基本計画（5年間） 

基本構想（10年間） 

後期基本計画（5年間） 

基本構想 
平成32年度（2020年）を目標年度とし、本市の将
来像とまちづくりの基本的方向である「施策の大綱」
を示すものです。 

基本計画 
基本構想の将来像と施策の大綱を実現するため施
策を体系化し、その方策を示すものです。 

実施計画 
基本計画における施策を実施するため、市の財政
力を勘案し、具体的事業を明示し、毎年度の予算
編成の指針となるものです。 
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広報こしがや臨時特集号（平成23年2月1日発行）（2） 

年齢ごとの人口構成 人口の推移 

土地利用構想 

■農地および集落地　経営者の育成や
農業振興策などによる農業生産機能
の向上を目指すとともに、面的な広
がりを有する優良農地については、
農業生産の場としてだけでなく、景
観形成や自然環境保全、治水対策と
いった多面的機能を総合的に捉えな
がら、守るべき農地としての位置お
よび区域を早期に定めるなど、積極
的な保全に努めます。 

■工業・流通業務地　産業の振興と就
業の場の確保のために、交通利便性
等を活かしながら、周辺環境へ配慮
した土地利用の形成を図ります。ま
た、工場等の操業環境と住環境が混
在する地域内では、双方の環境に配
慮した住工共存型の土地利用へと誘
導するとともに、新たな土地利用の
必要性・可能性を検討し、都市の活
力向上に資する土地利用の実現に努
めます。 

■商業地　県南東部地域の中核都市と
してふさわしい魅力ある商業・業務
機能を確保するとともに、日常生活
の利便性を考慮し、駅を中心として
文化、行政などのさまざまな都市機
能と連携した商業地の形成を図りま
す。 

■住宅地　道路や公園等を適切に配置
し、緑化の促進等による安全性が高
く、緑豊かな住環境の形成に努めま
す。また、道路等の都市基盤施設に
ついては、適切な維持・管理による
施設の長寿命化や有効活用などに努
めます。 

□基本方針　都市環境と自然環境との
調和のとれた総合的・計画的な土地
利用を進めます。原則的に市街地の
拡大は行わず、都市機能の充実した
コンパクトな市街地の形成を目指し
ます。 

都市構造 
■中心核として行政機能や商業・
業務機能が集積した越谷駅・
南越谷駅周辺、それを補完す
る副次核として越谷レイクタ
ウン地区周辺と西大袋地区周
辺を位置付け、それぞれの特
性に応じた都市基盤の整備・
充実を図ります。 

■生活中心として各駅周辺を位
置付け、人や環境にやさしく
生活利便性に富んだ集約型都
市構造（コンパクトシティ）＊
の形成を目指します。 
 
＊集約型都市構造（コンパクトシティ）
…都市の中心部にさまざまな機能を
集め、中心市街地の活性化を目指す
都市づくり。越谷市においては、各
駅を中心に公共施設や商業施設が集
積することで、徒歩や公共交通を利
用して暮らせるまちを目指す 

■テーマごとの求心性を持つ拠
点として多様な都市機能や人
が集まる場所を位置付け、都
市の魅力を高めるための機能
強化や維持を図ります。 

■土地利用を体系的に関係付け、
均衡ある都市の形成を図るた
め、都市拠点を結び、人・モ
ノの交流を促進する都市軸と
水と緑の軸を位置付け、ネッ
トワーク軸として充実を図り
ます。 

■広域的な交流機能の強化、業
務機能の立地を促進するため
に、主要幹線道路等の整備に
よるネットワーク形成や公共
交通のサービス水準・輸送力
の向上等の総合的な充実を図
ります。 

越谷駅・南越谷駅周辺を中心核、越谷レイクタウン地区、 
西大袋地区周辺を副次核とし、都市基盤整備の充実を図る 

平成３２年（２０２０年）の将来人口を３４万人とする 

22万 

247,808

281,523

296,601

308,077

317,731

325,862

334,600
340,100

24万 

26万 

28万 

30万 

32万 

34万 

36万 
（人） 

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 

実績値 予測値 

25.5％ 

0歳～14歳 

69.4％ 

5.1％ 

19.6％ 

74.5％ 

5.9％ 

16.2％ 

76.3％ 

7.5％ 

15.0％ 

75.0％ 

10.0％ 

14.6％ 

71.4％ 

14.0％ 

14.1％ 

66.9％ 

19.0％ 

13.4％ 

63.4％ 

23.2％ 

13.0％ 

61.7％ 

25.3％ 

実績値 予測値 

15歳～64歳 65歳以上 

　人口の見通しは、計画期間中には自然増加がマイナスになると予想されますが、開発により緩やかな増加が見込まれます。
本計画の将来人口は、平成32年（2020年）には、約34万人になることが予想されますが、長期的には人口減少社会の到来の
中、本市においても緩やかに減少過程に入るものと見込まれます。 

大吉調節池 

大吉調節池親水公園 

中心核 
副次核 
生活中心 
地区拠点 
スポーツ・レクリエーション拠点 
文化拠点 
緑の拠点 

親水拠点 
防災拠点 
教育・医療拠点 
住宅地 
商業地 
工業・流通業務地 
農地および集落地 

都市軸 
水と緑の軸 
主要幹線道路等 
鉄道・駅 
市街化区域 
行政界 



（3）広報こしがや臨時特集号（平成23年2月1日発行） 

　第４次越谷市総合振興計画では、市民の参加と協働による地区からのまちづくりを積極的に展開していきます。 
　各地区の将来像（次の太字の部分）やまちづくりの目標は、地区ごとの「まちづくり会議」での提言を基にまとめたものです。 

地区からのまちづくりの展開 

～みんながまちを支え、梅かおる自然と 
調和した、やすらぎの大袋～ 

《まちづくりの目標》 
○四季折々の豊かなみどりとやすらぐ水辺が
あるまちづくり
○活発な住民の活動が支える安全・便利なま
ちづくり
○大袋の未来を拓くコミュニティづくり

大 袋 地 区 
～憩える自然につつまれた、 

住みよいふれあいのまち桜井～ 
《まちづくりの目標》 
○暮らしの中に生きた緑と水と農を蘇らせ、
身近な自然と共存するまちづくり
○防災力を高め、地域で連携し支え合い、安
全で安心なまちづくり
○絆と連携を強め、だれもが生きがいを持っ
て快適に暮らせるまちづくり
○歴史ある伝統を引き継ぎ、輝きのある文化
と美しい景観による地域の魅力づくり

桜 井 地 区 

～自然を生かし、安心して住める 
ふれあいのまち新方～ 

《まちづくりの目標》 
○防災・防犯対策に重点を置いた地域づくり
○地区の伝統行事やイベントを通じた人と人
との交流づくり
○地域の交通利便の向上と快適な道路環境づ
くり
○豊かな自然・田園環境を生かした魅力ある
憩いの場づくり

新 方 地 区 
～利便性が高く、安心して住める 

緑豊かな活力のある地域づくり～ 
《まちづくりの目標》 
○コミュニティ活動を通じて、環境保全、安全・
安心を目指すまちづくり
○荻島の特徴である農業を守り、活かすまち
づくり
○荻島の魅力ある自然や文化を活かしたまち
づくり
○連携し、荻島らしさを活かしたまちづくり
○地域の利便性を高めるまちづくり

荻 島 地 区 

～緑と歴史につつまれた、 
活力とふれあいのまち大沢～ 

《まちづくりの目標》 
○地区独自のコミュニティを育て、支えあう
環境づくり
○防犯・防災対策による安心して暮らせるま
ちづくり
○大沢の歴史を伝え、生きがいを感じて暮ら
せるまちづくり
○キャンベルタウン公園を中心とした、健全
で清潔な交流の場づくり
○便利で暮らしやすいまちとなるための基盤
づくり

大 沢 地 区 

～人と自然の共生、快適な街　ましばやし～ 
《まちづくりの目標》 
○地域で支えあう、活発なコミュニティづくり
○増林らしい自然豊かな風景づくり
○だれもが安全・安心・快適に暮らせる生活
環境づくり
○安全・快適に移動できる道路環境づくり

増 林 地 区 ～愛してますか北越谷、 
心ふれあうまちづくり～ 

《まちづくりの目標》 
○子どもからお年寄りまで、コミュニケーシ
ョンの絶えないまちづくり
○防災対策や防犯活動に取り組み、安心して
生活できるまちづくり
○元荒川と桜並木を中心とする、自然を身近
に感じられるまちづくり
○さくら広場や商店街など北越谷駅周辺を活
用した、にぎわいづくり
○歩行者にも配慮した交通環境整備による、
快適な生活環境づくり

北越谷地区 

～活力ある中心市街地の形成と 
　　　自然、歴史・文化の継承による 

魅力あるまちづくり～ 
《まちづくりの目標》 
○越谷の顔として魅力と活力のあるまちづくり
○伝統ある歴史・文化を感じられるまちづくり
○信頼と安心で子どもたちの代に繋ぐまちづく
り
○まちなかの豊かな自然環境を保全・活用した
まちづくり

越ヶ谷地区 

～ふれあい豊かな自然と歴史につつまれた 
安全で住みよい都市をめざして～ 

《まちづくりの目標》 
○地区住民が一体となり、活発に交流できる場
や組織づくり
○快適に暮らせる安全・安心な生活環境づくり
○水と緑や古くからの歴史・文化を重視した魅
力的なまちづくり

大相模地区 

～自然と文化の調和のとれた、 
心豊かなまちづくり～ 

《まちづくりの目標》 
○地域・世代間交流活動の推進によるコミュ
ニティづくり
○出羽堀・元荒川・綾瀬川の親水空間の創出
や地区の歴史・文化を継承するまちづくり
○武蔵野線の高架化の促進やバス路線網の充
実による生活利便性の高いまちづくり
○身近な交流の場や道路の整備による安全・
安心なまちづくり
○田園風景の保全と住宅地内の緑化の推進に
よる出羽地区の景観づくり

出 羽 地 区 

～伸びゆくまち川柳、人と緑のハーモニー～ 
《まちづくりの目標》 
○川柳らしさを活かしたまちづくり
○美しく住みやすい住環境づくり
○犯罪を未然に防ぎ、災害に強い地区づくり
○安全で快適な地区の暮らしを支える道路づ
くり

川 柳 地 区 

～心のふれあいを大切に、 
活気と住みやすさを実現するまち南越谷～ 
《まちづくりの目標》 
○世代を超えたコミュニティづくり
○住民が主体となって行う愛着のもてるまち
づくり
○道路環境の整備と安全・安心のまちづくり
○活気があり居心地のよい住環境づくり
○水や緑を活かし、自然に配慮したまちづくり

南越谷地区 

～清潔で緑豊かな　心ふれあう　 
ふるさと蒲生～ 

《まちづくりの目標》 
○蒲生の文化を活かしたコミュニティづくり
○人が集い憩える空間が充実したまちづくり
○地域で支えあう防犯・防災の環境づくり
○だれもが快適に活動できる人にやさしいま
ちづくり

蒲 生 地 区 

南越谷地区コミュニティ推進協議会が中学校の生徒や
PTAと合同で花壇への花植え等に取り組む「花いっぱい
運動」 

蒲生 
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川柳 
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広報こしがや臨時特集号（平成23年2月1日発行）（4） 

１．市民とつくる住みよい自治のまちづくり 
～市民、人権、行財政運営～ 

　市民の参加と協働による市政運営を進めるとともに、だれも
が安心して生活し、豊かさを実感できるまちづくりを進めます。
　また、より一層の行財政改革に努め、健全で開かれた都市経
営に取り組みます。 
 
1-1　市民参加と協働による市政を進める 
1-2　互いに認め合い人権を尊重する社会づくりを進

める 
1-3　健全で開かれた都市経営を進める 

2．だれもが健康で生きがいをもって安心して暮
らせるまちづくり　　 

～保健、医療、子育て、福祉、社会保障～ 
　だれもが住み慣れた地域で、いつまでも健康で安心して暮ら
すことができるよう、地域で支え合う福祉活動を推進するとと
もに、安心して子どもを生み育てることができる環境づくり、
高齢者や障がい者が安心して暮らせる福祉サービスの充実に努
めます。 
　また、市民一人ひとりの積極的な健康づくりを推進するとと
もに、地域医療体制の充実に努め、保健・医療・福祉の連携の
強化を図ります。さらに、市民が互いに助け合い、支え合って
いけるよう、社会保障制度の充実を目指します。 
 
2-1　ともに支え合いながら暮らせる地域をつくる 
2-2　予防と助け合いのもとで、充実した地域医療体

制をつくる 
2-3　伸びやかに子どもが育ち、次の世代につなげる、

子育てしやすいまちをつくる 
2-4　障がい者（児）が生活しやすい環境をつくる 
2-5　高齢者が敬愛され生きがいをもてるまちをつく

る 
2-6　市民生活を支える支援制度や体制の充実を図る 

5．安心して働ける環境を育む持続的で躍動する
まちづくり　　　 

～産業、雇用～ 
　にぎわいのある中心市街地の形成、魅力ある商店街等の整備
や観光資源の創出に取り組むとともに、持続的に農業が行われ
る環境をつくります。 
　事業者の高齢化と後継者問題に取り組むとともに、都市化に
伴う住工混在や農地の減少、遊休農地（耕作放棄地）の増加な
どの課題を改善し、継続的に事業活動を営むことのできる産業
振興のまちづくりを進めます。 
 
5-1　地域社会を支える持続性のある産業を育成し、

活性化を図る 
5-2　にぎわいと活力を創出する商業・観光の振興を

図る 
5-3　地域社会と融合した持続的経営力を持つ工業を

育成し、活性化を図る 
5-4　持続的に農業が行われる環境をつくる 
5-5　地域に根ざした雇用対策を拡充し、働きやすい

環境をつくる 

6．いきいきとだれもが学べる心豊かなまちづくり 
　～教育、 生涯学習、 文化、 スポーツ・レクリエーション～ 

　学校、家庭、地域の強い連携のもと、教育の質を高め信頼さ
れる学校づくりに努めるとともに、自立して生きていくための
基礎となる「生きる力」を育む学校教育を進めます。 
　また、子どもから高齢者まで生涯にわたる学びの機会を充実
させるとともに、文化や芸術などにふれあう機会をつくるなど、
豊かな学習環境を整え、地域文化の振興と向上に努めます。さ
らに、スポーツ・レクリエーション活動を充実させ、いつでも
どこでもだれもが気軽に参加できる生涯スポーツ振興のための
環境づくりを目指します。 
 
6-1　生きる力を育む学校教育を進める 
6-2　生涯にわたる学びを充実し、地域の文化を創造

する 
6-3　生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親

しめる環境をつくる 

3．自然と調和し質の高い都市機能を備えたまち
づくり　　　 

～都市計画、都市施設、住宅～ 
　自然との調和を図りながら、道路や公園、上下水道などの市
民生活に密着した都市施設の整備や活気ある市街地の形成に努
めるとともに、うるおいと魅力のある越谷らしい景観の形成を
進めます。 
　各種施設等の整備にあたっては、ユニバーサルデザインの理
念のもと、年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、すべての
人が利用しやすい施設づくりを推進するとともに、既存施設に
ついても、だれもが利用しやすいようバリアフリー化を図ります。 
　また、公共施設の計画的な維持管理を行うことにより、経費
の平準化や長寿命化を図ります。 
 
3-1　自然と調和した安全で活気ある都市をつくる 
3-2　越谷らしい景観をつくる 
3-3　地域を支える道路・交通環境をつくる 
3-4　水と緑を活かしたやすらぎのある空間をつくる 
3-5　安全で良好な水環境をつくる 
3-6　安心して住むことができる住宅環境をつくる 

4．人や環境にやさしく安全・安心な生活を育む
まちづくり　　　　 

～環境、危機管理、消防～ 
　温室効果ガスの排出量の削減、資源の循環、自然との共生に
よる持続可能なまちづくりを進めます。 
　また、災害や感染症などに対応する総合的な危機管理体制や
消防・救急体制の充実・強化を図るとともに、防犯対策、交通
安全対策や消費生活問題に取り組み、安全で安心な市民生活の
確保に努めます。 
 
4-1　環境にやさしい持続可能な社会をつくる 
4-2　安全・安心に暮らせるまちにする 
4-3　生命・身体・財産を守る消防体制を整える 

　将来像である『水と緑と太陽に恵まれた　人と地域が支える安全・安心・快適都市』を実現するために、まちづくりの目標のもと、
次のような施策を展開します。 

施策の大綱 
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